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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための方法において、
　共有無線周波数スペクトル帯域中のシグナリングを受信し、前記シグナリングは、第１
の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステク
ノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、前記第１の通信は、データ部分を含
み、前記第１の通信と前記第２の通信の衝突は、前記第１の通信の前記データ部分より前
に生じることと、
　前記シグナリングに少なくとも部分的に基づいて、前記第１の通信と前記第２の通信の
前記衝突を検出することと、
　前記検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記ユーザ機器に関係付けられてい
るワイヤレス通信ネットワークのノードに衝突フィードバックを報告することとを含む方
法。
【請求項２】
　前記第１の通信は、前記第１の無線アクセステクノロジーを使用する第１の送信機によ
って送信されるチャネル予約信号をさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記衝突は、送信機会（ＴｘＯＰ）の始めに生じ、前記チャネル予約信号の一部分を含
む請求項２記載の方法。
【請求項４】
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　前記チャネル予約信号は、前記第１の送信機によって送信される、チャネル使用ビーコ
ン信号（ＣＵＢＳ）または部分ＣＵＢＳのうちの１つ以上を含む請求項２記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の通信は、前記第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機によ
って送信される送信要求（ＲＴＳ）送信を含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記衝突を検出することは、
　前記第１の通信のエネルギーレベルを超える送信時間期間の第１の部分に対する前記シ
グナリングのエネルギーレベルにおける差を識別することを含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記衝突を検出することは、
　前記エネルギーレベルにおける差の期間が、前記第２の無線アクセステクノロジーに関
係付けられている送信要求（ＲＴＳ）送信に対して使用される送信期間に対応することを
識別することをさらに含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記衝突フィードバックを報告することは、前記ユーザ機器に関係付けられているワイ
ヤレス通信ネットワークのノードに、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）また
は物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１つ以上において、前記衝突の
表示を送信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記衝突を検出することは、
　前記第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される信号をデコー
ドすることを試行することと、
　前記信号の少なくとも一部分をデコードすることに成功しなかったことに少なくとも部
分的に基づいて、前記衝突が生じたことを識別することとを含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の通信のデータ部分より前に、前記第１の送信機によって送信される信号は、
　前記第２の無線アクセステクノロジーの送信要求（ＲＴＳ）信号のＲＴＳ期間より長い
または等しい送信期間を有するコードシーケンスを含み、
　前記第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及び、
　前記衝突が生じたと識別することは、前記コードシーケンスの少なくとも一部分をデコ
ードすることに成功しなかったことに少なくとも部分的に基づいている請求項９記載の方
法。
【請求項１１】
　前記第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される信号を受信す
ることをさらに含み、
　前記衝突を検出することは、前記信号の間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも
部分的に基づいている請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する低エネルギー期間を含む時間ド
メインエネルギーシグニチャを含み、
　前記衝突を検出することは、前記第１の通信と前記第２の通信の衝突に関係付けられて
いる前記時間ドメインエネルギーシグニチャの間のエネルギーレベルを検出することに少
なくとも部分的に基づいている請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記時間ドメインエネルギーシグニチャは、前記後続する低エネルギー期間に続き、前
記第１の無線アクセステクノロジーに関係付けけられている信号送信境界まで及ぶ、第２
の高エネルギー期間を含む請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の通信は、第１の送信機によって送信され、
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　前記時間ドメインエネルギーシグニチャは、前記第１の低エネルギー期間に続く、第２
の低エネルギー期間をさらに含み、
　前記方法は、前記第２の低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルに少なく
とも部分的に基づいて、前記第１の無線アクセステクノロジーを使用して、前記共有無線
周波数スペクトル帯域を通して送信する第３の送信機と、前記第１の送信機との間の前記
第１の通信のデータ部分より前に生じた衝突を検出することをさらに含む請求項１２記載
の方法。
【請求項１５】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気通信するメモリと、
　命令とを具備し、
　前記命令は、前記メモリ中に記憶され、前記プロセッサによって実行されるとき、前記
装置に、
　共有無線周波数スペクトル帯域中のシグナリングを受信させ、前記シグナリングは、第
１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステ
クノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、前記第１の通信は、データ部分を
含み、前記第１の通信と前記第２の通信の衝突は、前記第１の通信の前記データ部分より
前に生じ、
　前記シグナリングに少なくとも部分的に基づいて、前記第１の通信と前記第２の通信の
前記衝突を検出させ、
　前記検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記ユーザ機器に関係付けられてい
るワイヤレス通信ネットワークのノードに衝突フィードバックを報告させるように構成さ
れている装置。
【請求項１６】
　前記第１の通信は、第１の送信機によって送信され、前記第２の通信は、第２の送信機
によって送信され、
　前記装置に前記シグナリングを受信させるように構成されている命令は、さらに、前記
第１の通信を、前記共有無線周波数スペクトル帯域を通した前記第１の送信機からの第１
の送信として受信するように構成されている請求項１５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　　［０００１］
　本特許出願は、２０１６年８月２４日に出願された、「共有無線周波数スペクトル帯域
における衝突検出」と題された、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃ他による、米国特許出願番号第
１５／２４６，００５号と、２０１５年１０月１５日に出願された、「共有無線周波数ス
ペクトル帯域における衝突フィードバック」と題された、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃ他によ
る、米国仮特許出願番号第６２／２４２，２９９号と、２０１５年１０月６日に出願され
た、「共有無線周波数スペクトル帯域における衝突フィードバック」と題された、Ｄａｍ
ｎｊａｎｏｖｉｃ他による、米国仮特許出願番号第６２／２４２，９０９号と、２０１５
年１１月５日に出願された、「共有無線周波数スペクトル帯域における衝突フィードバッ
ク」と題された、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃ他による、米国仮特許出願番号第６２／２５１
，５７３号に対する優先権を主張し、これらのそれぞれは、本出願の譲受人に譲渡されて
いる。
【開示の分野】
【０００２】
　　［０００２］
　本開示は、ワイヤレス通信システムに関連し、より具体的には、共有無線周波数スペク
トル帯域における衝突の検出および管理のための技術に関連する。
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【関連技術の説明】
【０００３】
　　［０００３］
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャスト等のような、さまざまなタイプの通信コンテンツを提供するように広く配備さ
れている。これらのシステムは、（例えば、時間、周波数、および電力のような）利用可
能なシステムリソースを共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートするこ
とができる多元接続システムであってもよい。このような多元接続システムの例は、コー
ド分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シ
ステム、および、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　　［０００４］
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、ＬＴＥ（登録商標）のような第１の無
線アクセステクノロジー（ＲＡＴ）にしたがって動作してもよく、多数の基地局を含んで
いてもよく、それぞれは、さもなければ、ユーザ機器（ＵＥ）デバイスとして知られてい
る、複数の通信デバイスのための通信を同時にサポートする。基地局は、（例えば、基地
局からＵＥへの送信のための）ダウンリンクチャネル上で、および、（例えば、ＵＥから
基地局への送信のための）アップリンクチャネル上で、ＵＥと通信してもよい。第２のワ
イヤレス多元接続通信システムは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）のような第２のＲＡＴにした
がって動作してもよく、多数の基地局またはアクセスポイント（ＡＰ）を含んでいてもよ
く、それぞれは、複数の移動体デバイスまたは局（ＳＴＡ）に対する通信を同時にサポー
トする。ＡＰは、ダウンストリームおよびアップストリームのリンク上でＳＴＡと通信し
てもよい。いくつかのケースでは、両方のタイプの通信システムは、互いが存在している
中で動作するかもしれず、共有リソースを使用するかもしれない。
【０００５】
　　［０００５］
　Ｗｉ－Ｆｉのようなワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）において、Ａ
Ｐは、共有無線周波数スペクトルを通して複数のＳＴＡと通信するかもしれない。制御フ
レームの交換を介した通信リンクの確認が、近い通信デバイスによって経験される干渉を
制限するように、ＳＴＡは、通信リンクを確立するより前に、１つ以上の制御フレームを
通信することを含むコンテンション手順を使用するかもしれない。このような技術の１つ
の例は、送信要求（ＲＴＳ）と送信可能（ＣＴＳ）メッセージングを含み、例えば、別の
デバイス（例えば、別のＳＴＡまたはＡＰ）と通信しようとするＳＴＡは、最初にＲＴＳ
フレームをデバイスに送ってもよい。いったん受信デバイスがＲＴＳフレームを受信する
と、受信デバイスは、ＣＴＳフレームを送ることにより、通信リンクを確認してもよい。
ＣＴＳフレームがＳＴＡによって受信された後、ＳＴＡは、データを受信デバイスに送信
することを開始してもよい。この方法で、ＲＴＳ／ＣＴＳメッセージングは、ＡＰまたは
ＳＴＡにデータを送信する前に、ＳＴＡまたはＡＰのようなデバイスが通信パスを本質的
に空きにできるようにすることにより、フレーム衝突を減少させることができる。
【０００６】
　　［０００６］
　ＬＴＥネットワークにおいて、基地局およびＵＥは、専用周波数スペクトルを通して、
または、セルラネットワークの無線周波数スペクトルの異なる周波数帯域（例えば、専用
無線周波数帯域と共有無線周波数帯域）を通して、通信するかもしれない。専用（例えば
、ライセンスされている）無線周波数帯域を使用する、セルラネットワークにおけるデー
タトラフィックが増加したことにより、少なくともいくつかのデータトラフィックを共有
無線周波数スペクトルにオフロードすることは、向上したデータ送信能力に関する機会を
セルラオペレータに提供できる。共有無線周波数スペクトルは、専用無線周波数スペクト
ルへのアクセスが利用可能でないエリアにもサービスを提供してもよい。専用および共有
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の周波数スペクトルの両方を利用するＬＴＥデバイスは、ＬＴＥ－ライセンスされていな
い（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスであると考えてもよい。
【０００７】
　　［０００７］
　アクセスを得て、共有無線周波数スペクトルを通して通信するより前に、基地局または
ＵＥは、リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）手順を実行し、共有無線周波数スペクトルへ
のアクセスに対して競うかもしれない。このＬＢＴ手順は、共有無線周波数スペクトルへ
のアクセスを得るためにＷｉ－Ｆｉデバイスによって使用されるコンテンション手順と両
立するかもしれない。ＬＢＴ手順は、共有無線周波数スペクトルのチャネルが利用可能で
あるか否かを決定するために、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）手順を実行するこ
とを含んでいてもよい。共有無線周波数スペクトルのチャネルが利用可能であると決定さ
れるとき、チャネルを予約するために、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を送信し
てもよい。異なるＵＥまたは基地局は、ＣＵＢＳを受信およびデコードして、チャネルが
予約されていることを識別してもよい一方で、ＳＴＡまたはＡＰは、（例えば、エネルギ
ー検出を使用して、）共有チャネル監視して、チャネルがビジーであるか否かを決定する
かもしれない。ＣＵＢＳを識別した後、他の基地局またはＵＥは、送信ＵＥによって使用
されていない共有チャネル上のリソースを利用するかもしれない。検出したエネルギーが
しきい値を上回っていることを決定した後、Ｗｉ－Ｆｉデバイスは、ある時間期間、チャ
ネル上での送信を控えるかもしれない。互いに比較的近くに近接しているＬＴＥおよびＷ
ｉ－Ｆｉデバイスの使用は、結果として、１つのＲＡＴが、別のＲＡＴを使用する送信デ
バイスに対するチャネルアクセス機会に影響を及ぼすことになるかもしれない。したがっ
て、異なるＲＡＴを使用して共有無線スペクトルにアクセスする送信機のために、チャネ
ルアクセス機会における公平さを提供することを手助けする技術を開発することが望まし
いかもしれない。
【概要】
【０００８】
　　［０００８］
　共有無線周波数スペクトル帯域中の衝突の検出および管理のためのシステム、方法、お
よび、装置を説明する。デバイスは、共有無線周波数スペクトル帯域中で送信している２
つの異なる無線アクセステクノロジー（ＲＡＴ）の送信機間の衝突を検出してもよい。衝
突は、第１のＲＡＴ上で送信する第１の送信機からの送信の初期部分（例えば、プリアン
ブル）の間に生じるかもしれず、（例えば、受信デバイスによって受信される送信のデー
タ部分は、影響を受けないかもしれないこと等から）第１の送信機によって検出されない
かもしれない。いくつかの例では、ユーザ機器（ＵＥ）のような受信デバイスは、衝突を
検出するように構成されていてもよく、衝突を第１の送信機に報告してもよい。第１の送
信機は、その後、コンテンションウィンドウ（ＣＷ）に関係付けられているバックオフ時
間を増加させることによるような、ＣＷ調節技術に少なくとも部分的に基づいて、ＣＷを
調節してもよい。衝突は、例えば、エネルギー感知を通して、特定のＲＡＴのプリアンブ
ルまたは送信可（ＲＴＳ）信号検出を通して、あるいは、第１の送信機によるデータ送信
より前に、第１の送信機によって送信されるチャネル予約信号のすべてまたは一部分をデ
コードすることに成功しなかったことを通してのような、多数の異なる技術を使用して検
出してもよい。いくつかのケースでは、送信デバイスは、プリアンブル送信の間のエネル
ギーレベルがしきい値レベルより高いことを検出することによって、または、時間ドメイ
ンエネルギーパターンの送信ギャップの間のエネルギーレベルがしきい値レベルを上回っ
ていることを検出することによって、衝突が生じたことを決定してもよい。
【０００９】
　　［０００９］
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の方法を説明する。方法は、共有無線周波数スペク
トル帯域中の信号を検出することと、検出することに少なくとも部分的に基づいて、第１
の通信と第２の通信との衝突を決定することと、ユーザ機器に関係付けられているワイヤ
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レス通信ネットワークのノードに衝突を報告することとを含んでいてもよく、信号は、第
１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステ
クノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、第２の通信は、第１の通信の少な
くとも一部分とオーバーラップする。
【００１０】
　　［００１０］
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の装置を説明する。装置は、共有無線周波数スペク
トル帯域中の信号を検出する手段と、検出することに少なくとも部分的に基づいて、第１
の通信と第２の通信との衝突を決定する手段と、ユーザ機器に関係付けられているワイヤ
レス通信ネットワークのノードに衝突を報告する手段とを含んでいてもよく、信号は、第
１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステ
クノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、第２の通信は、第１の通信の少な
くとも一部分とオーバーラップする。
【００１１】
　　［００１１］
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のさらなる装置を説明する。装置は、プロセッサと
、プロセッサと電気通信するメモリと、メモリ中に記憶されている命令とを含んでいても
よく、命令は、プロセッサによって実行されるとき、装置に、共有無線周波数スペクトル
帯域中の信号を検出させ、検出させることに少なくとも部分的に基づいて、第１の通信と
第２の通信との衝突を決定させ、ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス通信ネット
ワークのノードに衝突を報告させるように動作可能であり、信号は、第１の無線アクセス
テクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステクノロジーを使用
して送信される第２の通信とを含み、第２の通信は、第１の通信の少なくとも一部分とオ
ーバーラップする。
【００１２】
　　［００１２］
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶している非一時的コンピュー
タ読取可能媒体を説明する。コードは、共有無線周波数スペクトル帯域中の信号を検出し
、検出することに少なくとも部分的に基づいて、第１の通信と第２の通信との衝突を決定
し、ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス通信ネットワークのノードに衝突を報告
するように実行可能な命令を含んでいてもよく、信号は、第１の無線アクセステクノロジ
ーを使用して送信される第１の通信と第２の無線アクセステクノロジーを使用して送信さ
れる第２の通信とを含み、第２の通信は、第１の通信の少なくとも一部分とオーバーラッ
プする。
【００１３】
　　［００１３］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、第１の送信は、第１の無線アクセステクノロジーを使用する第１の送信機に
よって送信されるチャネル予約信号を含む。ある例では、衝突は、送信機会（ＴｘＯＰ）
の始めに生じ、チャネル予約信号の一部分で衝突するかもしれない。追加的にまたは代替
的に、チャネル予約信号は、第１の送信機によって送信される、チャネル使用ビーコン信
号（ＣＵＢＳ）または部分ＣＵＢＳのうちの１つ以上を含んでいてもよい。
【００１４】
　　［００１４］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、第２の通信は、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機に
よって送信される送信要求（ＲＴＳ）送信を含んでいてもよい。ある例において、衝突を
決定することは、第１の通信のエネルギーレベルを超える送信時間期間の第１の部分に対
する信号のエネルギーレベルにおける差を識別することを含んでいてもよい。追加的にま
たは代替的に、衝突を決定することは、エネルギーレベルにおける差の期間が、第２のＲ
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ＡＴに関係付けられているＲＴＳ送信に対して使用される送信期間に対応することを識別
することを含んでいてもよい。
【００１５】
　　［００１５］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、衝突を報告することは、ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス通信ネ
ットワークのノードに、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１つ以上において、表示を送信することを含
んでいてもよい。
【００１６】
　　［００１６］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、第１の通信は、データ部分を含んでいてもよく、方法、装置、または、非一
時的コンピュータ読取可能媒体は、第１の通信のデータ部分が送信されるより前に、第１
の通信と第２の通信との間で衝突が生じたことを識別することを含んでいてもよい。
【００１７】
　　［００１７］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、衝突を識別することは、通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって
送信される第２の信号をデコードすることを試行することと、第２の信号の少なくとも一
部分をデコードすることに成功しなかったことに少なくとも部分的に基づいて、衝突を識
別することとを含んでいてもよい。いくつかの例において、第１の通信のデータ部分より
前に、第１の送信機によって送信される第２の信号は、第１の無線アクセステクノロジー
プリアンブルを含み、第１の無線アクセステクノロジープリアンブルのデコードに成功す
ることは、衝突のない送信を示す。ある例では、第１の無線アクセステクノロジープリア
ンブルは、時間ドメインシーケンスから発生される波形を含んでいてもよい。ある例では
、第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される第２の信号は、第
２の無線アクセステクノロジーのＲＴＳ信号のＲＴＳ期間より長いまたは等しい送信期間
を有するコードシーケンスを含み、第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられてい
る信号送信境界まで及び、衝突を識別することは、コードシーケンスの少なくとも一部分
をデコードすることに成功しなかったことに少なくとも部分的に基づいている。
【００１８】
　　［００１８］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される第２の
信号を受信することと、第２の信号の間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部分
的に基づいて、衝突が生じたことを識別することとを含む。いくつかの例において、受信
した第２の信号は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含む
時間ドメインエネルギーシグニチャを含み、衝突が生じたことを識別することは、第１の
低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルがしきい値より高いことを識別する
ことに少なくとも部分的に基づいている。いくつかの例において、受信した第２の信号は
、第１の低エネルギー期間に続き、第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられてい
る信号送信境界まで及ぶ、第２の高エネルギー期間を含む。他の例では、受信した第２の
信号は、第１の低エネルギー期間に続く、第２の低エネルギー期間を含み、第２の低エネ
ルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、第１の無
線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトルを通して送信する第３の
送信機と、第１の送信機との間の第１の通信のデータ部分より前に、第２の衝突が生じた
ことを識別することを含む。
【００１９】
　　［００１９］



(8) JP 6530137 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

　基地局におけるワイヤレス通信の別の方法を説明する。方法は、第１の無線アクセステ
クノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して、ユーザ機器に第１の通
信を送信することと、時間ドメインエネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレ
ベルに少なくとも部分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の
送信機からの第２の通信と、第１の通信との間で衝突が生じたことを識別することと、識
別することに少なくとも部分的に基づいて、共有無線周波数スペクトル帯域を通して送信
される後続する通信に対するコンテンションウィンドウを増加させることとを含み、第１
の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含む時間ドメ
インエネルギーシグニチャを含む。
【００２０】
　　［００２０］
　基地局におけるワイヤレス通信の別の装置を説明する。装置は、第１の無線アクセステ
クノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して、ユーザ機器に第１の通
信を送信する手段と、時間ドメインエネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレ
ベルに少なくとも部分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の
送信機からの第２の通信と、第１の通信との間で衝突が生じたことを識別する手段と、識
別することに少なくとも部分的に基づいて、共有無線周波数スペクトル帯域を通して送信
される後続する通信に対するコンテンションウィンドウを増加させる手段とを含んでいて
もよく、第１の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを
含む時間ドメインエネルギーシグニチャを含む。
【００２１】
　　［００２１］
　基地局におけるワイヤレス通信のさらなる装置を説明する。装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電気通信するメモリと、メモリ中に記憶されている命令とを含んでいてもよく
、命令は、プロセッサによって実行されるとき、装置に、第１の無線アクセステクノロジ
ーを使用させて、共有無線周波数スペクトル帯域を通して、ユーザ機器に第１の通信を送
信させ、時間ドメインエネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレベルに少なく
とも部分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの
第２の通信と、第１の通信との間で衝突が生じたことを識別させ、識別することに少なく
とも部分的に基づいて、共有無線周波数スペクトル帯域を通して送信される後続する通信
に対するコンテンションウィンドウを増加させるように動作可能であり、第１の通信は、
第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含む時間ドメインエネル
ギーシグニチャを含む。
【００２２】
　　［００２２］
　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶している非一時的コンピュータ読
取可能媒体を説明する。コードは、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無
線周波数スペクトル帯域を通して、ユーザ機器に第１の通信を送信し、時間ドメインエネ
ルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、第
２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの第２の通信と、第１の通信
との間で衝突が生じたことを識別し、識別することに少なくとも部分的に基づいて、共有
無線周波数スペクトル帯域を通して送信される後続する通信に対するコンテンションウィ
ンドウを増加させるように実行可能な命令を含んでいてもよく、第１の通信は、第１の高
エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含む時間ドメインエネルギーシグ
ニチャを含む。
【００２３】
　　［００２３］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通
して、ユーザ機器に第３の通信を送信することと、ユーザ機器による第３の通信の受信に
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成功したという肯定応答を受信することと、衝突が生じたという第２の表示なく、肯定応
答が受信されたことに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションウィンドウを予め定
められた値にリセットすることとのための、プロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含んでいてもよい。
【００２４】
　　［００２４］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、コンテンションウィンドウを増加させることは、コンテンションウィンドウ
を線形的に増加させるまたは指数的に増加させることを含む。追加的にまたは代替的に、
いくつかの例は、後続する通信に対するコンテンションウィンドウの最大時間期間を観測
するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含んでいてもよい。
【００２５】
　　［００２５］
　ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体のいくつかの
例において、第１の通信は、第２の無線アクセステクノロジーの送信要求（ＲＴＳ）信号
のＲＴＳ期間より長いまたは等しい送信期間を有するコードシーケンスを含み、第１の無
線アクセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及ぶ。追加的にまたは代
替的に、いくつかの例は、ユーザ機器による第１の通信のデータ部分のデコードに成功し
たという肯定応答を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含んでいてもよ
い。ある例において、第１の通信は、第１の低エネルギー期間に続き、第１の無線アクセ
ステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及ぶ、第２の高エネルギー期間を
さらに含む。いくつかの例において、第１の通信は、第１の低エネルギー期間に続く、第
２の低エネルギー期間をさらに含み、第２の低エネルギー期間に対する間隔は、ランダム
に選択される。ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取可能媒体
のいくつかの例において、衝突が生じたことを識別することは、第１の低エネルギー期間
の間に検出されるエネルギーレベルがしきい値より高いことを識別することに少なくとも
部分的に基づいている。ここで説明する方法、装置、または、非一時的コンピュータ読取
可能媒体のいくつかの例において、衝突が生じたことを識別することは、時間ドメインエ
ネルギーシグニチャの間にＵＥによって検出されているエネルギーレベルに少なくとも部
分的に基づく、衝突が生じたという表示をＵＥから受信することを含む。
【００２６】
　　［００２６］
　前述は、以下の詳細な説明がより良く理解されるように、本開示にしたがう例の特徴お
よび技術的利点をどちらかといえば広く概説している。さらなる特徴および利点を以下に
説明する。開示される概念および特定の例を、本開示の同じ目的を実行する他の構造を修
正または設計するためのベースとして容易に利用できる。このような均等な構造は、添付
の特許請求の範囲の範囲から逸脱しない。ここで説明される概念の特性、それらの構成お
よび動作の方法の両方、ならびに、関係付けられている利点は、添付の図に関連して考慮
されたとき、以下の説明からより良く理解されるだろう。図のそれぞれは、例示および説
明の目的のために提供されており、特許請求の範囲の限定の定義として提供されるもので
はない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　　［００２７］
　以下の図面を参照することによって、本開示の性質および利点のさらなる理解を実現で
きる。添付図面において、類似のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有して
いるかもしれない。さらに、同じタイプのさまざまなコンポーネントは、同様なコンポー
ネントから区別するダッシュと第２のラベルが参照ラベルに続くことにより区別できる。
本明細書で第１の参照ラベルのみが使用されている場合には、本説明は、第２の参照ラベ
ルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する類似のコンポーネントのうちのいずれか
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１つに適用可能である。
【図１】［００２８］　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数無線アクセス
テクノロジー（ＲＡＴ）共存のための衝突報告をサポートするワイヤレス通信システムの
例を図示している。
【図２】［００２９］　図２は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするワイヤレス通信サブシステムの例を図示している。
【図３Ａ】［００３０］　図３Ａは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通
信と衝突する、共有無線周波数スペクトル中のＬＴＥ送信の例を図示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通信と衝突する、
共有無線周波数スペクトル中のＬＴＥ送信の例を図示している。
【図４】［００３１］　図４は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするワイヤレスデバイスのためのフローチャートを図示してい
る。
【図５Ａ】［００３２］　図５Ａは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通
信と衝突する、共有無線周波数スペクトル中のチャネル予約信号を有するＬＴＥ送信の例
を図示している。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通信と衝突する、
共有無線周波数スペクトル中のチャネル予約信号を有するＬＴＥ送信の例を図示している
。
【図６】［００３３］　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするワイヤレスデバイスに対する別のフローチャートを図示し
ている。
【図７】［００３４］　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするワイヤレスデバイスのブロックダイヤグラムを示している
。
【図８】［００３５］　図８は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするワイヤレスデバイスのブロックダイヤグラムを示している
。
【図９】［００３６］　図９は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存の
ための衝突報告をサポートするデバイスを含むシステムのブロックダイヤグラムを図示し
ている。
【図１０】［００３７］　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共
存のための衝突報告をサポートするワイヤレスデバイスに対するフローチャートを図示し
ている。
【図１１】［００３８］　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共
存のための衝突報告をするように構成されているワイヤレスデバイスのブロックダイヤグ
ラムを示している。
【図１２】［００３９］　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共
存のための衝突報告をするように構成されている基地局を含むシステムのダイヤグラムを
示している。
【詳細な説明】
【００２８】
　　［００４０］
　説明する特徴は、一般的に、複数無線アクセステクノロジー（ＲＡＴ）共存のための衝
突報告用の、改善されたシステム、方法、および装置に関連する。本開示のさまざまな態
様は、共有無線周波数スペクトル帯域中で送信している２つの異なるＲＡＴの送信機間の
衝突を検出できるユーザ機器（ＵＥ）のようなデバイスを提供する。デバイスは、第１の
ＲＡＴのワイヤレス通信ネットワークの送信ノードに衝突を報告してもよく、送信ノード
は、衝突の報告を受信することに少なくとも部分的に基づいて、共有無線周波数スペクト
ル帯域にアクセスするためのコンテンションベースのアクセス技術を調節してもよい。こ
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のような技術は、異なるＲＡＴにしたがって動作する送信機に対して、向上したアクセス
公平性を提供できる。
【００２９】
　　［００４１］
　例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムは、共有無線周波数スペク
トル帯域を使用して、ＬＴＥベースの信号を送信してもよく、送信するより前に、アクテ
ィブな送信機が共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルを使用していないことを決定す
るために、リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）手順（例えば、クリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）手順）を実行してもよい。ＬＴＥ手順がパスする場合、ＬＴＥ送信機は、チ
ャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）のようなチャネル予約信号を送信することを開始し
てもよく、その後、チャネルを使用してデータを送信することに直接移ってもよい。しか
しながら、Ｗｉ－Ｆｉ送信機も、ＬＢＴ手順を実行しているかもしれず、ＬＴＥ送信機に
よって送信されるチャネル予約信号の送信とオーバーラップする送信要求（ＲＴＳ）信号
を送信するかもしれない。このような状況において、受信Ｗｉ－Ｆｉノードは、ＲＴＳ信
号を受信しないかもしれず、したがって、送信可（ＣＴＳ）信号で返答しないかもしれな
い。したがって、送信Ｗｉ－Ｆｉノードは、これを衝突と扱い、チャネルアクセスを再度
試行するまでＷｉ－Ｆｉノードが待つ時間量を決定するコンテンションウィンドウサイズ
を増加させるように、バックオフ手順を実行してもよい。
【００３０】
　　［００４２］
　しかしながら、このようなケースでは、ＬＴＥ送信機は、任意のタイプのＣＴＳ信号を
待たないかもしれず、上記で言及したように、データ送信を送信することを単に継続する
かもしれない。さらに、ＬＴＥ送信機は、Ｗｉ－Ｆｉ送信機が衝突する送信を有したと気
づかないかもしれない。結果として、Ｗｉ－Ｆｉ送信機は、そのＣＷサイズを増加させる
一方で、ＬＴＥ送信機は、そのＣＷサイズを、Ｗｉ－Ｆｉ送信機の増加したＣＷサイズか
ら実質的に低減されている初期ＣＷサイズに設定するかもしれない。したがって、このよ
うなシナリオは、結果として、ＬＴＥノードが共有無線周波数スペクトル帯域への向上し
たアクセス機会を有することとなり、結果として、２つのＲＡＴ間の不公平なワイヤレス
チャネルアクセスとなるかもしれない。
【００３１】
　　［００４３］
　本開示のさまざまな態様は、チャネルアクセス中で向上した公平さを提供する方法で、
送信ノードがそのＣＷを調節できるように、衝突を検出するおよび／または報告するため
の技術を提供する。いくつかの例では、ユーザ機器（ＵＥ）のような受信デバイスは、２
つの異なるＲＡＴの送信機の送信間の衝突を検出してもよい。衝突を検出するデバイスは
、第１のＲＡＴの第１の送信機に衝突を報告してもよい。第１の送信機は、その後、ＣＷ
に関係付けられているバックオフ時間を増加させることによるような、確立されたＣＷ調
節技術に少なくとも部分的に基づいて、そのＣＷを調節してもよい。衝突は、例えば、エ
ネルギー感知を通して、特定のＲＡＴのプリアンブルまたはＲＡＴ信号検出を通して、あ
るいは、第１の送信機によるデータ送信より前に、第１の送信機によって送られるチャネ
ル予約信号のすべてまたは一部分をデコードすることに成功しなかったことを通してのよ
うな、多数の異なる技術を使用して検出してもよい。
【００３２】
　　［００４４］
　言及したように、このような衝突報告技術は、共有無線周波数帯域を使用する異なるＲ
ＡＴの向上した共存のために提供されてもよい。ライセンスされている無線周波数帯域を
使用するセルラネットワークにおけるデータトラフィックが増加したことにより、少なく
ともいくつかのデータトラフィックをライセンスされていない無線周波数帯域（例えば、
「Ｗｉ－Ｆｉ」テクノロジーと呼ばれることがある、さまざまなワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）プロトコルにしたがって動作するデバイスによって使用され
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るライセンスされていない周波数帯域）にオフロードすることは、向上したデータ送信能
力に対する機会をセルラオペレータ（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのような
、セルラネットワークを規定する基地局の調整されたセットを用いるオペレータ）に提供
できる。例えば、ライセンスされていないスペクトルは、例えば、ライセンスされている
ドメイン中の多量のトラフィックを緩和させるために、または、搬送波アグリゲーション
を使用して、スループットを増加させるために、使用してもよい。（いくつかの例では、
ＬＴＥ－Ｕと呼ばれることがある）ライセンスされていない周波数帯域においてＬＴＥテ
クノロジーを使用することは、Ｗｉ－Ｆｉテクノロジーを超える顕著な性能利得を提供す
るかもしれない。例えば、ＬＴＥテクノロジーは、よりスペクトル効率の良いＰＨＹレイ
ヤ設計を利用する。さらに、ＬＴＥは、複数のデバイスが一度に媒体にアクセスできるよ
うにする、より効率的な多元接続スキームを使用する。他方で、Ｗｉ－Ｆｉは、デバイス
が同時に送信することを回避する時分割多重（ＴＤＭ）方法で動作してもよい。したがっ
て、ここで開示したような技術は、異なるテクノロジー間の共有リソースに対して、向上
した効率性を提供するかもしれない。
【００３３】
　　［００４５］
　以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲において記載する範囲、適用
可能性、または例を限定しない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明する要素の機
能および構成において、変更がされてもよい。さまざまな例は、適切に、さまざまな手順
またはコンポーネントを、省略、置換、または追加してもよい。例えば、説明する方法は
、説明したものとは異なる順序で実行してもよく、さまざまなステップを追加、省略、ま
たは組み合わせてもよい。さらに、いくつかの例に関して説明した特徴は、他の例におい
て組み合わせてもよい。
【００３４】
　　［００４６］
　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがう、例示的なワイヤレス通信システム１００
の実例である。ワイヤレス通信システム１００は、セルラネットワークとＷｉ－Ｆｉネッ
トワークとを含んでいてもよい。セルラネットワークは、１つ以上の基地局１０５と、１
つ以上のＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含んでいてもよい。Ｗｉ－Ｆｉネッ
トワークは、１つ以上のＷｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５と１つ以上のＷｉ－Ｆｉ局１
５５とを含んでいてもよい。
【００３５】
　　［００４７］
　ワイヤレス通信システム１００のセルラネットワークを参照すると、コアネットワーク
１３０は、ユーザ認証、アクセス認可、追跡、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性
、他のアクセス、ルーティング、または、モビリティ機能を提供してもよい。基地局１０
５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１等）を通してコアネットワーク１３０と
インターフェースしてもよく、ＵＥ１１５と通信するための、無線コンフィギュレーショ
ンおよびスケジューリングを実行してもよく、または、（示していない）基地局制御装置
の制御下で動作してもよい。さまざまな例では、基地局１０５は、直接的にあるいは間接
的に（例えば、コアネットワーク１３０を通して）のいずれかで、ワイヤードまたはワイ
ヤレスの通信リンクであってもよいバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２等）を通し
て互いに通信してもよい。
【００３６】
　　［００４８］
　基地局１０５は、１つ以上の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワイヤレスに通信
してもよい。基地局１０５サイトのそれぞれは、それぞれの地理的カバレッジエリア１１
０のための通信カバレッジを提供してもよい。いくつかの例では、基地局１０５は、基地
トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノー
ドＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または、他の何らかの適切な専門



(13) JP 6530137 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

用語として呼ばれることがある。基地局１０５のための地理的カバレッジエリア１１０は
、（示していない）カバレッジエリアの一部分を構成するセクターに分割してもよい。セ
ルラネットワークは、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロおよび／またはスモ
ールセル基地局）を含んでいてもよい。異なるテクノロジーに対してオーバーラップする
地理的カバレッジエリア１１０があってもよい。
【００３７】
　　［００４９］
　いくつかの例では、セルラネットワークは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含んで
いてもよい。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて、用語、進化型ノードＢ（ｅＮＢ
）は、基地局１０５を説明するために使用することがある一方で、用語、ＵＥは、ＵＥ１
１５を説明するために使用することがある。セルラネットワークは、異なるタイプのｅＮ
Ｂがさまざまな地理的領域のためのカバレッジを提供するヘテロジニアスなＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークであってもよい。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセ
ル、スモールセル、および／または、他のタイプのセルのための通信カバレッジを提供し
てもよい。用語「セル」は、文脈に依存して、基地局、基地局に関係付けられている搬送
波またはコンポーネント搬送波、あるいは、搬送波または基地局のカバレッジエリア（例
えば、セクタ等）を説明するために使用することができる。
【００３８】
　　［００５０］
　マクロセルは、比較的広い地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーして
もよく、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる制限のないアクセス
を可能にしてもよい。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ライセ
ンスされている、ライセンスされていない、等）ＲＦスペクトル帯域で動作する、マクロ
セルと比較して低電力な基地局であってもよい。スモールセルは、さまざまな例にしたが
って、ピコセル、フェムトセル、および、マイクロセルを含んでいてもよい。ピコセルは
、比較的より狭い地理的エリアをカバーしてもよく、ネットワークプロバイダにサービス
加入しているＵＥによる制限のないアクセスを可能にしてもよい。フェムトセルはまた、
比較的狭い地理的エリア（例えば、家）をカバーしてもよく、フェムトセルとの関係を有
するＵＥ（例えば、閉じられた加入者グループ（ＣＳＧ）中におけるＵＥ、家にいるユー
ザのためのＵＥ、およびこれらに類するもの）による制限されたアクセスを提供してもよ
い。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルの
ためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、または、ホームｅ
ＮＢとして呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ
およびこれらに類するもの）のセル（例えば、コンポーネント搬送波）をサポートしても
よい。
【００３９】
　　［００５１］
　セルラネットワークは、同期または非同期の動作をサポートしてもよい。同期動作につ
いて、基地局は、同様のフレームタイミングを有してもよく、異なる基地局からの送信は
、時間的にほぼ整列されていてもよい。非同期動作について、基地局は、異なるフレーム
タイミングを有していてもよく、異なる基地局からの送信は、時間的に整列されていない
かもしれない。ここで説明する技術は、同期または非同期の動作のいずれかのために使用
してもよい。
【００４０】
　　［００５２］
　セルラネットワークは、いくつかの例では、レイヤードプロトコルスタックにしたがっ
て動作する、パケットベースのネットワークを含んでいてもよい。ユーザプレーンでは、
ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおける通
信は、ＩＰベースであってもよい。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを
通して通信するために、パケットセグメント化および再アセンブルを実行してもよい。媒
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体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、論理チャネルの優先取り扱いと、論理チャネルを伝
送チャネルに多重化することとを実行してもよい。ＭＡＣレイヤはまた、ハイブリッドＡ
ＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用して、ＭＡＣレイヤにおける再送信を提供して、リンク効率を改
善させてもよい。制御プレーンにおいて、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤ
は、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０
５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立、コンフィギュレーション、
および、管理を提供してもよい。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、伝送チャネルは、物理
チャネルにマッピングされてもよい。
【００４１】
　　［００５３］
　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体を通して分散されていてもよく、各
ＵＥ１１５は、静的または移動性であってもよい。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、移
動体ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、移動体デバイス、
ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、移動加入者局、アクセス
端末、移動体端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、移
動体クライアント、クライアント、または、他の何らかの適切な専門用語を含んでいても
よい、または、当業者によって、これらで呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、セルラ電
話機、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信
デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ
、コードレス電話機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または、これらに類する
ものであってよい。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局１０５、お
よびこれらに類するものを含む、さまざまなタイプの基地局１０５およびネットワーク機
器と通信できてもよい。
［００５４］
　ワイヤレス通信システム１００中に示されている通信リンク１２５は、基地局１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、および／または、ＵＥ１１５から基地局１
０５へのアップリンク（ＵＬ）送信を伝えてもよい。ダウンリンク送信はまた、順方向リ
ンク送信と呼ばれることがある一方で、アップリンク送信はまた、逆方向リンク送信と呼
ばれることがある。
【００４２】
　　［００５５］
　いくつかの例では、各通信リンク１２５は、１つ以上の搬送波を含んでいてもよく、各
搬送波は、上記で説明したさまざまな無線テクノロジーにしたがって変調される、複数の
副搬送波で構成されている信号（例えば、異なる周波数の波形信号）であってもよい。各
変調された信号は、異なる副搬送波で送られてもよく、制御情報（例えば、基準信号、制
御チャネル等）、オーバーヘッド情報、ユーザデータ等を伝えてもよい。通信リンク１２
５は、（例えば、ペアスペクトルリソースを使用する）周波数ドメインデュプレクス（Ｆ
ＤＤ）動作、または、（例えば、アンペアスペクトルリソースを使用する）時間ドメイン
デュプレクス（ＴＤＤ）動作を使用して、双方向通信を送信してもよい。ＦＤＤ動作（例
えば、フレーム構造タイプ１）と、ＴＤＤ動作（例えば、フレーム構造タイプ２）に対す
るフレーム構造が規定されていてもよい。
【００４３】
　　［００５６］
　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５および／またはＵＥ
１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性を改善させるアンテナダ
イバーシティスキームを用いるために、複数のアンテナを含んでいてもよい。追加的にま
たは代替的に、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化さ
れたデータを伝える複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用してもよ
い複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）技術を用いてもよい。
【００４４】
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　　［００５７］
　ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたは搬送波上の動作をサポートしても
よく、その特徴は、搬送波アグリゲーション（ＣＡ）またはマルチ搬送波動作して呼ばれ
ることがある。搬送波は、コンポーネント搬送波、レイヤ、チャネル等として呼ばれるこ
とがある。用語「搬送波」、「コンポーネント搬送波」、「セル」、および、「チャネル
」は、ここでは交換可能に使用するかもしれない。ＵＥ１１５は、搬送波アグリゲーショ
ンのために、複数のダウンリンクＣＣおよび１つ以上のアップリンクＣＣで構成されてい
てもよい。搬送波アグリゲーションは、ＦＤＤとＴＤＤのコンポーネント搬送波の両方と
ともに使用してもよい。
【００４５】
　　［００５８］
　ワイヤレス通信システム１００のＷｉ－Ｆｉネットワークを参照すると、Ｗｉ－Ｆｉア
クセスポイント１３５は、１つ以上の通信リンク１５０を通して、１つ以上のＷｉ－Ｆｉ
アクセスポイントアンテナを介して、Ｗｉ－Ｆｉ局１５５とワイヤレスに通信してもよい
。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５は、電気電子技術者協会（ＩＥ
ＥＥ）標準規格８０２．１１（例えば、ＩＥＥＥ標準規格８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ標準
規格８０２．１１ｎ、または、ＩＥＥＥ標準規格８０２．１１ａｃ）のような１つ以上の
Ｗｉ－Ｆｉ通信標準規格を使用して、Ｗｉ－Ｆｉ局１５５と通信してもよい。いくつかの
例では、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５から通信リンク１５０を通した送信は、ＬＴ
Ｅ　ＵＥ１１５によって受信されるかもしれない。
【００４６】
　　［００５９］
　いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉ局１５５は、セルラ電話機、パーソナルデジタルアシス
タント（ＰＤＡ）、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、または、これらに類するものであってもよい。いく
つかの例では、装置は、ＵＥ１１５とＷｉ－Ｆｉ局１５５との両方の態様を含んでいても
よく、このような装置は、第１の無線アクセステクノロジー（ＲＡＴ）（例えば、セルラ
ＲＡＴ、または、複数のセルラＲＡＴ）を使用して、１つ以上の基地局１０５と通信して
もよく、第２のＲＡＴ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴまたは複数のＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴ）
を使用して、1つ以上のアクセスポイント１３５と通信してもよい。
【００４７】
　　［００６０］
　いくつかの例では、基地局１０５とＵＥ１１５は、ライセンスされているＲＦスペクト
ル帯域および／または共有ＲＦスペクトル帯域を通して通信するかもしれない一方で、Ｗ
ｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５およびＷｉ－Ｆｉ局１５５は、共有ＲＦスペクトル帯域
を通して通信するかもしれない。共有ＲＦスペクトル帯域は、したがって、基地局１０５
、ＵＥ１１５、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５、および／または、Ｗｉ－Ｆｉ局１５
５によって共有されるかもしれない。共有ＲＦスペクトル帯域は、集中化されたリソース
割り振りがなく、異なるプロトコル（異なるＲＡＴ）下で動作する装置により共有される
かもしれないことから、送信する装置は、上記で説明したように、共有ＲＦスペクトル帯
域へのアクセスを競うかもしれない。
【００４８】
　　［００６１］
　いくつかの例では、共有ＲＦスペクトル帯域は、１つ以上のライセンスされていないＲ
Ｆスペクトル帯域を介して通信するための、（例えば、国に関係付けられている）規則的
な機関ルールに適合する任意のデバイスによる共有使用に対して開かれている、１つ以上
のライセンスされていないＲＦスペクトル帯域を含んでいてもよい。例えば、ライセンス
されていないＲＦスペクトル帯域は、おおよそ５ＧＨｚとおおよそ６ＧＨｚとの間のさま
ざまな無線周波数を含んでいる。より具体的な例として、ライセンスされていないＲＦス
ペクトル帯域は、おおよそ５．１５ＧＨｚとおおよそ５．８２５ＧＨｚとの間の１つ以上
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の無線周波数を含んでいてもよい。
【００４９】
　　［００６２］
　別の例として、共有ＲＦスペクトル帯域は、米国連邦通信委員会（ＦＣＣ）によってラ
イセンスされていない国家情報インフラストラクチャ（Ｕ－ＮＩＩ）無線帯域として規定
されている１つ以上のＲＦスペクトル帯域を含んでいてもよい。Ｕ－ＮＩＩ無線帯域は、
例えば、おおよそ５．１５ＧＨｚとおおよそ５．２５ＧＨｚとの間の第１のＲＦスペクト
ル帯域（例えば、Ｕ－ＮＩＩ低帯域）、おおよそ５．２５ＧＨｚとおおよそ５．３５ＧＨ
ｚとの間の第２のスペクトル帯域（例えば、Ｕ－ＮＩＩ中間帯域）、おおよそ５．４７Ｇ
Ｈｚとおおよそ５．７２５ＧＨｚとの間の第３のＲＦスペクトル帯域（例えば、Ｕ－ＮＩ
Ｉ世界的帯域）、および／または、おおよそ５．７２５ＧＨｚとおおよそ５．８２５ＧＨ
ｚとの間の第４のＲＦスペクトル帯域（例えば、Ｕ－ＮＩＩ上位帯域）を含んでいてもよ
い。
【００５０】
　　［００６３］
　いくつかの例では、共有ＲＦスペクトル帯域は、他のユーザによる都合のよい機会のア
クセスにより、複数のオペレータにライセンスされている、または、主なユーザにライセ
ンスされている、１つ以上のＲＦスペクトル帯域を含んでいてもよい。ここで使用するよ
うな「共有ＲＦスペクトル」は、ライセンスされていないスペクトル、複数オペレータス
ペクトル、あるいは、主なユーザまたはオペレータを有するスペクトルを指すが、他のユ
ーザによる都合のよい機会のアクセスを可能にする。
【００５１】
　　［００６４］
　共有ＲＦスペクトル帯域は、ＲＦ通信が送信されるかもしれないＲＦチャネルに分割さ
れてもよい。例えば、共有ＲＦスペクトル帯域は、おおよそ２０ＭＨｚ帯域幅の１つ以上
のチャネルを含んでいてもよい。ワイヤレスデバイス（例えば、ＵＥ１１５、Ｗｉ－Ｆｉ
アクセスポイント１３５、基地局１０５等）は、共有ＲＦスペクトル帯域中に含まれるＲ
Ｆチャネルを介して通信してもよい。例えば、ワイヤレスデバイスは、Ｗｉ－Ｆｉアクセ
ステクノロジー、ＬＴＥ無線アクセステクノロジー、または、これらに類するものを使用
して、ＲＦチャネルを介して通信してもよい。いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス
は、ここの他のどこかでより詳細に説明しているような、共有ＲＦスペクトル帯域へのア
クセスのために、後続する競合に対するタイミングを調節する目的で、異なるＲＡＴの送
信の衝突を送信ノードに報告してもよい。または、いくつかのケースでは、送信デバイス
は、例えば、送信デバイスによって送信される時間ドメインエネルギーシグニチャにおけ
る送信ギャップの間のエネルギーレベルを検出することにより、それ自体で衝突を検出す
るために、向上した技術を使用してもよい。
【００５２】
　　［００６５］
　図２は、本開示のさまざまな態様にしたがう、共有無線周波数スペクトルにおける衝突
フィードバックのためのワイヤレス通信環境２００の例を図示している。基地局１０５－
ａ、ＵＥ１１５－ａ、および、ＵＥ１１５－ｂは、通信リンク２０５を介して、専用スペ
クトル（例えば、ライセンスされているスペクトル）、共有スペクトル（例えば、ライセ
ンスされていないスペクトル）、または、両方を使用して、互いに通信してもよい。ＡＰ
１３５－ａ、ＳＴＡ１５５－ａ、および、ＳＴＡ１５５－ｂは、ＷＬＡＮ通信リンク２５
０を介して、共有スペクトルを使用して、互いに通信してもよい。１つの例では、ＵＥ１
１５－ａ、ＵＥ１１５－ｂ、および、基地局１０５－ａは、ＬＴＥ－Ｕ可能デバイスであ
ってもよく、ＳＴＡ１５５－ａ、ＳＴＡ１５５－ｂ、および、ＡＰ１３５－ａは、Ｗｉ－
Ｆｉデバイスであってもよい。
【００５３】
　　［００６６］
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　基地局１０５－ａは、ＣＣＡを実行して、共有スペクトルが他の送信デバイス（例えば
、ＡＰ１３５－ａ、ＳＴＡ１５５－ａ、または、ＳＴＡ１５５－ｂ）によって占有されて
いるか否かを決定してもよい。ＣＣＡがパスする場合、基地局１０５－ａは、データの１
つ以上のサブフレームが続く、ＣＵＢＳのようなチャネル予約信号を送信してもよい。上
記で説明したように、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ａも、ＬＢＴ手順を実行し、ＲＴＳ信号
を送信してもよい。多くの配置において、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ａのようなＷｉ－Ｆ
ｉノードは、ＬＢＴ手順を実行し、おおよそ同じ時間にＲＴＳ信号を送信するように同期
化されるかもしれない。さらに、いくつかの配置において、共有ＲＦスペクトルを使用す
るかもしれないＬＴＥノード（例えば、ライセンス支援アクセス（ＬＡＡ）のために共有
ＲＦスペクトルを使用するＬＴＥノード）も、ＬＢＴ手順を実行し、Ｗｉ－Ｆｉノードが
ＲＴＳ信号を送信するのとおおよそ同じ時間にＣＵＢＳを送信することを開始するように
、同期化されるかもしれない。Ｗｉ－Ｆｉノード間のＲＴＳ信号の衝突の場合、各ノード
は、衝突を認識し、確立した技術にしたがってそれらのそれぞれのコンテンションウィン
ドウを調節するかもしれず、したがって、媒体への公平なアクセスがこれらのデバイス間
で提供されるかもしれない。しかしながら、上記で言及したように、ＬＴＥ基地局１０５
－ａのようなＬＴＥノードがＣＣＡを実行し、ＣＵＢＳ送信を開始する場合、同時にＲＴ
Ｓを送信するＷｉ－Ｆｉノードは、衝突を検出して、ＣＷバックオフを実行する一方で、
ＬＴＥノードはこれらをしないかもしれず、これは、結果として、ＬＴＥノードに有利な
ように、不公平な媒体アクセスとなるかもしれない。
【００５４】
　　［００６７］
　ライセンスされていない周波数帯域においてＬＴＥベースの送信を使用して生じるかも
しれないこのような問題を取り扱うために、ＵＥ１１５－ａのようなＬＴＥデバイスは、
このような衝突を検出して報告する技術を用いてもよい。送信ＬＴＥノードによって、衝
突の報告を使用して、確立された技術にしたがってＣＷサイズを修正し、Ｗｉ－Ｆｉノー
ドと比較して、ワイヤレス媒体へのアクセスにおいて、公平さを提供してもよい。衝突を
検出することは、ＲＴＳ信号との衝突の文脈で議論するかもしれないが、以下の技術は、
ＡＣＫパケット、関係付け要求、または、他の短いフレームのような、他の送信との衝突
を検出するために、同様に使用してもよい。
【００５５】
　　［００６８］
　図３Ａおよび３Ｂは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通信と衝突する
、共有無線周波数スペクトルにおけるＬＴＥ送信の例を図示している。図３Ａの例３００
において、基地局１０５－ｂは、共有ＲＦスペクトル帯域３１０のチャネルを使用して、
ＬＴＥ送信３０５を送信してもよい。ＬＴＥ送信は、ＣＣＡまたは向上したＣＣＡ（ｅＣ
ＣＡ）３１５で開始してもよい。ＣＣＡ３１５がパスする場合、ＬＴＥ基地局１０５－ｂ
は、この例では、ＣＵＢＳ３２５である、チャネル予約信号を送信してもよい。さらに、
シンボル境界３２３の開始とＣＵＢＳ３２５の開始を整列するように、部分ＣＵＢＳ（ｆ
－ＣＵＢＳ）３２０が、シンボル期間（例えば、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ル期間等）の一部分の間、送信されてもよい。いくつかの例では、ＣＵＢＳ３２５は、１
つ以上のシンボル期間を占有し、データ送信３３０がデータ送信境界３２７の開始におい
て始まることを可能にし、データ送信境界３２７の開始は、サブフレームの開始に対応し
ていてもよく、共有ＲＦスペクトル帯域３１０のチャネルを使用して送信しているノード
の間で同期化されてもよい。ＬＴＥ送信３０５は、ＵＥ１１５－ｃにおいて受信されても
よい。
【００５６】
　　［００６９］
　基地局１０５－ｂがＣＣＡ３１５を実行している間に、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂも
、ＣＣＡ３１５と偶然同時に、空けるためにＣＣＡを実行するかもしれない。Ｗｉ－Ｆｉ
　ＡＰ１３５－ｂは、ｆ－ＣＵＢＳ３２０とＣＵＢＳ３２５送信の少なくとも一部分の間
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に、Ｗｉ－Ｆｉ送信３３５を送信するかもしれない。Ｗｉ－Ｆｉ送信３３５は、例えばＲ
ＴＳ３４０のような、制御フレームを含んでいるかもしれない。ＲＴＳ３４０を受信する
はずであったＷｉ－Ｆｉノードは、ｆ－ＣＵＢＳ３２０送信のために、ＲＴＳ３４０の受
信およびデコードに成功しないかもしれず、結果として、ＣＴＳをＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３
５－ｂに返送しないだろう。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂがＣＴＳを受信しないことから
、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂは、衝突が生じたことを認識し、ＣＷバックオフ動作を実
行する。しかしながら、ＬＴＥ基地局１０５－ｂは、ＣＵＢＳ３２５とデータ送信３３０
を送信することを継続するだろう。いくつかの例にしたがうと、ＵＥ１１５－ｃは、Ｆ－
ＣＵＢＳ３２０とＲＴＳ３４０の両方がオーバーラップしており、衝突があることを検出
してもよい。ＵＥ１１５－ｃは、衝突が生じたことを基地局１０５－ｂに通知するフィー
ドバック３４５を送信してもよく、基地局１０５－ｂは、フィードバック３４５を使用し
て、ＣＷタイミングを調節（例えば、送信３０５および３３５の衝突の後に、Ｗｉ－Ｆｉ
　ＡＰ１３５－ｂと同様な調節されたＣＷを有するように）してもよい。
【００５７】
　　［００７０］
　いくつかの例では、基地局１０５－ｂは、送信毎の感知ベースの中断（ＬＰＴ）方法を
利用して、ある時間期間の間の可能性ある衝突送信を検出し、チャネルアクセスにおける
公平性を提供することを手助けするために、この数に少なくとも部分的に基づいて、ＣＷ
適応を実行してもよい。このような技術はチャネルアクセス公平性を向上させ、送信のた
めに、任意の特定の受信機からの衝突に関連するフィードバックを必要としない。しかし
ながら、特定の送信における衝突は、依然としてＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂにＣＷバッ
クオフを実行させる一方で、ＬＴＥ基地局１０５－ｂは、有用なデータ送信を継続する。
例えば、ＲＴＳ３４０は、データ送信３３０とオーバーラップしないことから、データ送
信３３０は干渉されず、ＵＥ１１５－ｃは、データ送信３３０中に含まれるデータの受信
およびデコードに成功するかもしれない。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂに関して、ＲＴＳ
３４０の期間は、使用する送信レートに依存していてもよく、例えば、６Ｍｂｐｓに対し
て５２μｓ、１２Ｍｂｐｓに対して３６μｓ、および２４Ｍｂｐｓに対して２８μｓであ
ってもよい。
【００５８】
　　［００７１］
　図３Ｂは、ＯＦＤＭシンボル境界３２３－ａを超えてまで及ぶが、依然としてデータ送
信境界３２７－ａには及ばないより長い期間をＲＴＳ３６０が有する例３５５を図示して
いる。例３５５の残りは、図３Ａの例３００と類似している。このような例において、Ｒ
ＴＳ３６０の影響は、ｆ－ＣＵＢＳ３２０－ａとＣＵＢＳ３２５－ａの一部分に限定され
、ＬＴＥ基地局１０５－ｃとＵＥ１１５－ｄとの間のデータ送信３３０－ａには影響を及
ぼさない。
【００５９】
　　［００７２］
　本開示のさまざまな例にしたがうと、ＵＥ１１５は、ＲＴＳ３４０または３６０の送信
との衝突を検出してもよい。図３Ａの例において、ＵＥ１１５－ｃは衝突を検出し、フィ
ードバック３４５を送信して、基地局１０５－ｂに衝突を通知してもよい。（例えば、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｂと類似する方法で挙動し、共有ＲＦスペクトル帯域３１０のチ
ャネルへのアクセスにおいて公平性を提供するために）通知に応答して、基地局１０５－
ｂは、そのＣＷを修正してもよい。図３Ａおよび３Ｂにおいて図示した衝突を検出するた
めに、ＵＥ１１５－ｃまたはＵＥ１１５－ｄは、ＤＲＸ「オン」期間の間に、継続的にデ
コードして、ＲＴＳ３４０またはＲＴＳ３６０をデコードするように試行してもよい。例
えば、ＵＥ１１５は、最初の許可を受信する準備ができる前に起動して、デコードを開始
してもよい。ＵＥ１１５がＲＴＳ３４０またはＲＴＳ３６０をデコードする場合、フィー
ドバック３４５が基地局１０５に提供され、ＵＥ１１５は、依然としてデータ送信３３０
を受信するかもしれない。ＵＥ１１５は、例えば、ライセンスされているまたは共有無線
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周波数スペクトル帯域のいずれかを使用して、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）または物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して、フィードバックを報
告してもよい。
【００６０】
　　［００７３］
　他の例では、ＵＥ１１５は、エネルギーレベル３５０および３５０－ａのようなエネル
ギーレベルを感知して、感知したエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、ＲＴ
Ｓ３４０またはＲＴＳ３６０との衝突が起ったらしいことを決定してもよい。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、そのＤＲＸオン期間の間に継続的にＣＣＡを実行して、共有ＲＦ
スペクトル帯域３１０のチャネルのエネルギーレベルを感知してもよい。ＵＥ１１５は、
例えば、最初の許可を受信する準備ができる前に起動して、エネルギーレベルの感知を開
始してもよい。ＵＥ１１５が、最大ＲＴＳ期間より短くまたは等しく続く送信機会（Ｔｘ
ＯＰ）の開始において、増加したエネルギーを検出する場合、ＵＥは、基地局１０５に衝
突を報告してもよい。ＵＥ１１５は、依然としてデータ送信３３０を受信するかもしれな
い。ＵＥ１１５は、例えば、ライセンスされているまたはライセンスされていない無線周
波数スペクトル帯域のうちのいずれかを使用して、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを介して
、フィードバック３４５を報告してもよい。
【００６１】
　　［００７４］
　図４は、本開示のさまざまな例にしたがう、衝突検出とフィードバックのためのフロー
チャート４００の例を図示している。フローチャート４００は、衝突検出とフィードバッ
クの態様を図示しており、図１～３を参照して上記で説明したように、ＵＥ１１５におい
て実現してもよい。いくつかの例では、ＵＥ１１５のようなデバイスは、ブロック４０５
で示したように、ライセンスされていない無線周波数スペクトル帯域を監視してもよい。
このような監視は、例えば、ＵＥのＤＲＸオン期間の間に実行してもよい。いくつかの例
では、デバイスは、衝突のためにチャネルを監視するために、最初のダウンリンク許可を
受信する準備ができる前のある時間期間に、監視することを開始してもよい。
【００６２】
　　［００７５］
　監視することに少なくとも部分的に基づいて、デバイスは、ブロック４１０で示したよ
うに、ライセンスされていない無線周波数スペクトル帯域中の信号を検出してもよい。信
号は、いくつかの例では、ライセンスされていない無線周波数スペクトル帯域上で受信し
た信号をデコードするように試行することを通して検出されてもよい。ある例では、デバ
イスは、ライセンスされていない無線周波数帯域中に存在するかもしれない信号を検出す
るようにエネルギー感知を実行してもよい。
【００６３】
　　［００７６］
　ブロック４１５において、デバイスは、共有無線周波数スペクトル帯域中の信号の信号
特性を決定してもよい。いくつかの例では、受信した信号をデコードするようにデバイス
が試行する場合、このような特性は、信号からデコードされた情報であってもよい。他の
例では、信号特性は、共有無線周波数スペクトル帯域の感知されたエネルギーレベルであ
ってもよい。ある例では、信号特性は、異なるエネルギーレベルが感知された時間期間に
加えて、共有無線周波数スペクトル帯域の感知されたエネルギーレベルであってもよい。
【００６４】
　　［００７７］
　決定した信号特性に少なくとも部分的に基づいて、デバイスは、その後、ブロック４２
０で示すように、ＬＴＥ信号が識別されたか否かを決定してもよい。いくつかの例では、
ＬＴＥ信号の決定は、ＣＵＢＳ送信のすべてまたは一部分をデコードすることに基づいて
いてもよい。ある例では、ＬＴＥ信号の決定は、ＣＵＢＳのようなチャネル予約信号に続
いて送信されるデータ送信のすべてまたは一部分を受信およびデコードすることに少なく
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とも部分的に基づいていてもよい。ＬＴＥ信号が識別されない場合、ブロック４０５の動
作が繰り返されてもよい。
【００６５】
　　［００７８］
　決定した信号特性に少なくとも部分的に基づいて、デバイスは、その後、ブロック４２
５で示すように、衝突があったか否かを決定してもよい。いくつかの例では、衝突の決定
は、Ｗｉ－ＦｉノードからのＲＴＳ送信をデコードすることと、またＬＴＥ送信のすべて
または一部分をデコードすることとに、少なくとも部分的に基づいていてもよい。ある例
において、衝突の決定は、別のノードが送信することを試行したことを示す、しきい値を
上回る感知されたエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいていてもよい。他の例で
は、衝突の決定は、ＲＴＳ送信の可能性ある期間に対応する第１の時間期間の間の第１の
レベルにある感知されたエネルギーレベルと、第１の時間期間に続く、第１のエネルギー
レベルを下回る感知されたエネルギーレベルとに、少なくとも部分的に基づいていてもよ
い。
【００６６】
　　［００７９］
　衝突が検出された場合、デバイスは、ブロック４３０において示すように、ＬＴＥノー
ド（例えば、基地局１０５）に提供される衝突フィードバックを記録してもよい。フィー
ドバックは、例えば、ライセンスされているまたは共有無線周波数スペクトル帯域のいず
れかを使用して、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを介して、報告してもよい。いくつかの例
では、フィードバックは、ＬＴＥ送信に関係付けられているデータ送信の受信に続いて送
信してもよい。
【００６７】
　　［００８０］
　ブロック４２５において衝突が検出されない、または、ブロック４３０における衝突フ
ィードバックの記録に続く場合、デバイスは、ブロック４３５において示すように、ＬＴ
Ｅ信号をデコードしてもよい。ＬＴＥ信号は、例えば、ＬＴＥ送信に関係付けられている
確立されたデコード技術を通して、デコードしてもよい。
【００６８】
　　［００８１］
　ブロック４４０において、デバイスは、送信ＬＴＥノードにフィードバックを送信して
もよく、これは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックと衝突フィードバックとを含んでいて
もよい。フィードバックは、例えば、ライセンスされているまたは共有無線周波数スペク
トル帯域を使用して、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを介して、報告してもよい。いくつか
の例では、フィードバックは、ＬＴＥ送信に関係付けられているデータ送信の受信に続い
て送信してもよい。
【００６９】
　　［００８２］
　図５Ａは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通信と衝突する、共有無線
周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ送信の例５００－ａを図示している。図５Ａの例５
００－ａにおいて、基地局１０５－ｄは、共有ＲＦスペクトル帯域５１０のチャネルを使
用して、ＬＴＥ送信５０５を送信してもよい。ＬＴＥ送信は、ＣＣＡまたはｅＣＣＡ５１
５で開始してもよい。ＣＣＡ５１５がパスする場合、ＬＴＥ基地局１０５－ｂは、チャネ
ル予約波形５２０を送信してもよい。
【００７０】
　　［００８３］
　いくつかの例では、チャネル予約波形５２０は、ＵＥ１１５－ｅによってデコードされ
るかもしれない、非ＯＦＤＭ（例えば、時間ドメイン）の一意的な波形であってもよい。
チャネル予約波形５２０は、（ＣＣＡ５１５の成功に続く）ＴｘＯＰの始まりにおいて開
始してもよく、（例えば、図３Ａおよび３Ｂのｆ－ＣＵＢＳおよび／またはＣＵＢＳの代
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わりに）ｅＣＣＡ５１５に続く最初の部分ＯＦＤＭシンボルおよび最初のＯＦＤＭシンボ
ルに渡っていてもよい。いくつかの例では、チャネル予約波形５２０は、少なくともＲＴ
Ｓ５４０の送信の期間に渡るプリアンブルを含んでいてもよく、プリアンブルシーケンス
を含む少なくとも最初のコードセクション５７０を含んでいてもよい。例えば、プリアン
ブルは、ＲＴＳ５４０の送信の最大期間に対応する最小長であってもよく、次のＬＴＥシ
ンボル境界にまで及んでもよい。他の例では、プリアンブルは、（例えば、期間中の１つ
のＬＴＥシンボルと２つのＬＴＥシンボルとの間等の）次のＬＴＥシンボル境界まで、少
なくとも１つのＬＴＥシンボル期間にまで及んでもよい。
【００７１】
　　［００８４］
　コードセクション５７０をデコードするＵＥ１１５－ｅの能力を抑制する、ＲＴＳ５４
０の送信から干渉の可能性を向上させるために、最初のコードセクション５７０は、ＲＴ
Ｓ５４０の予測される送信より短い（例えば、最長の予測される期間より短い、最短の予
測される期間より短い）期間を有していてもよい。衝突の場合、ＵＥ１１５－ｅは、Ｗｉ
－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｄからのＷｉ－Ｆｉ送信５３５中のＲＴＳ５４０からの干渉により
、コードセクション５７０のすべてまたは一部分をデコードすることに失敗するかもしれ
ない。
【００７２】
　　［００８５］
　いくつかの例において、確実にＲＴＳ５４０干渉をチャネル予約波形５２０中で検出で
きる手助けをするために、チャネル予約波形５２０は、部分ＯＦＤＭシンボルに対するお
よびオプション的に最初のＯＦＤＭシンボルのすべてまたは一部分に対する新たな波形と
して規定してもよい。いくつかの例において、４３μｓの初期延期が、ＲＴＳ５４０より
前に存在してもよく、ＵＥ１１５－ｅは、ＴｘＯＰ開始前の４３μｓ、共有ＲＦスペクト
ル帯域５１０のチャネルがアイドルになるだろうと仮定してもよい。いくつかの例におい
て、チャネル予約波形５２０は、時間ドメイン波形であり、チャネル予約波形５２０とデ
ータ送信５３０との間の境界５５５を指定する情報を含む。ＵＥ１１５－ｅがチャネル予
約波形５２０のすべてまたは一部分をデコードできない場合、ＵＥ１１５－ｅは、衝突の
フィードバック５４５を基地局１０５－ｄに報告してもよい。
【００７３】
　　［００８６］
　いくつかの例において、基地局１０５－ｄは、衝突フィードバックに少なくとも部分的
に基づいて、ＣＷサイズを調節してもよい。ＣＷサイズに対する調節は、例えば、ＣＷサ
イズの線形的増加、ＣＷサイズにおける指数的増加（例えば、倍増）、または、他のＣＷ
調節技術であってもよい。いくつかの例において、ＣＷ調節技術は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１
３５－ｄにおいて同様になされるであろうように、ＣＷに対する調節を提供するように選
択される。ある例において、基地局１０５－ｄは、後続するコンテンション手順のために
、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｄが共有ＲＦスペクトル帯域５１０のチャネルのコンテンシ
ョンに勝つチャンスを可能にするくらい十分に大きな値で、ＣＷサイズを設定してもよい
。例えば、基地局１０５－ｄは、ＣＷを増加させて、ＣＷのランダムに選択された部分の
代わりに、ＣＷの最大時間期間に対してバックオフしてもよい。さらなる例において、Ｕ
Ｅ１１５－ｅは、衝突の検出の際に、チャネル予約波形５２０のすべてまたは一部分がデ
コードされない場合、ダウンリンク許可を探さないかもしれない。
【００７４】
　　［００８７］
　図５Ｂは、本開示のさまざまな態様にしたがう、Ｗｉ－Ｆｉ通信と衝突する、共有無線
周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ送信の例５００－ｂを図示している。例５００－ｂ
は、衝突検出のための時間ドメインエネルギーシグニチャを含む代替チャネル予約波形５
２０－ａを図示している。いくつかの例では、時間ドメインエネルギーシグニチャは、チ
ャネルを予約するように機能する一方で、受信機（例えば、ＵＥ１１５－ｆ）および／ま
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たは送信機（例えば、基地局１０５－ｅ）が干渉信号を検出できるようにする、高エネル
ギー期間５６５と（ギャップとも呼ばれることがある）低エネルギー期間５６０とのパタ
ーンを含んでいてもよい。低エネルギー期間５６０は、低減された送信電力またはゼロの
送信電力により特徴付けられていてもよい。いくつかの例では、チャネル予約波形５２０
－ａは、第１の期間の間の、第１の高エネルギー期間５６５と、第２の期間の間の、低エ
ネルギー期間５６０と、第３の期間の間の、第２の高エネルギー期間５６５とを含んでい
てもよい。いくつかの例では、基地局１０５－ｅは、第１の高エネルギー期間５６５の間
に信号を送信すること、第２の低エネルギー期間５６０の間に信号送信を中止すること（
例えば、共有チャネルを通してエネルギーを送信しないこと）、第３の高エネルギー期間
５６５に対して信号送信を再開することとによって、時間ドメインエネルギーシグニチャ
を実現してもよい。いくつかのケースでは、チャネル予約波形５２０－ａは、追加の低エ
ネルギー期間５６０（例えば、第４の期間の間の、第２の低エネルギー部分および第５の
期間の間の、第３の高エネルギー部分等）を含んでいてもよい。
【００７５】
　　［００８８］
　ＵＥ１１５－ｆは、基地局１０５－ｅによって使用するシグニチャパターンを決定する
ように、事前構成されて（例えば、工場コード化されて）いてもよく、または、（例えば
、パターンインジケータを介して）半静的にネットワーク構成されていてもよい。ＵＥ１
１５－ｆは、チャネル予約波形５２０－ａに関係付けられている信号を検出するように既
知のパターンを使用して、チャネル予約波形５２０－ａと衝突する送信（例えば、ＲＴＳ
５４０）が送信されていたか否かを決定してもよい。基地局１０５－ｅは、チャネル予約
波形５２０－ａの低エネルギー期間５６０も使用して、別の送信との衝突を検出してもよ
い。例えば、ＵＥ１１５－ｆおよび／または基地局１０５－ｅは、予測される低電力期間
／低エネルギー期間５６０の間に検出されるエネルギーレベル５５０がしきい値を上回る
ことを識別してもよく、ＵＥ１１５－ｆおよび／または基地局１０５－ｅは、衝突するＲ
ＴＳ５４０が送信されていたことを決定してもよい。同様に、ＵＥ１１５－ｆおよび／ま
たは基地局１０５－ｅは、予測される低電力期間の間に検出されるエネルギーレベル５５
０がしきい値を下回ることを決定する場合、ＵＥ１１５－ｆおよび／または基地局１０５
－ｅは、送信間で干渉する衝突が生じていなかったことを決定してもよい。いくつかのケ
ースにおいて、高エネルギー信号送信に関係付けられているエネルギーレベルとタイミン
グは、異なる無線アクセステクノロジーに関係付けられているパラメータ（例えば、エネ
ルギー感知間隔、Ｗｉ－Ｆｉデバイスの最大および／または最小送信電力、フレーム構造
等）に少なくとも部分的に基づいて決定してもよい。同様に、衝突する送信が検出される
か否かを決定するために使用するしきい値は、異なる無線アクセステクノロジーを使用す
るデバイスに対する送信電力パラメータにおよび／または観測されるチャネル状態に少な
くとも部分的に基づいて決定してもよい。
【００７６】
　　［００８９］
　１つの例では、時間ドメインエネルギーシグニチャの１つ以上の高エネルギー期間５６
５は、エネルギー感知スロット（例えば、９μｓ）と一致する、または、エネルギー感知
スロット（例えば、９μｓ）より長い期間にまで及び、続く１つ以上の低エネルギー部分
は、１つのエネルギースロットと２つのエネルギースロットとの間の期間（例えば、９μ
ｓと１８μｓとの間の期間）にまで及ぶ。いくつかの例では、低エネルギー部分の期間は
、送信を再開するより前に、追加のＬＢＴメカニズムの使用をトリガしない不連続送信の
ための最大許容期間よりも短い。例えば、低エネルギー部分の期間は、チャネルを通して
の制御を確実に維持することができるように、ショートインターフレームスペース（ＳＩ
ＦＳ）（例えば、＜１６μｓ）またはポイント調整機能（ＰＣＦ）インターフレームスペ
ース（ＰＩＦＳ）（例えば、＜２５μｓ）よりも短くてもよい。いくつかのケースでは、
第１の高エネルギー部分と、第１の低エネルギー部分と、第２の高エネルギー部分とを組
み合わせた期間は、干渉送信の期間（例えば、ＲＴＳ５４０の最大期間）に対応する最小
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期間を有していてもよく、ＬＴＥシンボル境界まで及んでいてもよい。したがって、第２
の高エネルギー部分は、部分ＯＦＤＭシンボルまたは１つより多くのＯＦＤＭシンボルに
渡っていてもよい。代替的に、ｆ－ＣＵＢＳは、低エネルギー期間に続く部分ＯＦＤＭシ
ンボルに渡るように、第２の高エネルギー部分の代わりにまたは第２の高エネルギー部分
に続いて送信してもよい。ＣＵＢＳは、続くＯＦＤＭシンボル中で送信してもよい。予測
される低エネルギー期間５６０の間に検出されるエネルギーレベル５５０がしきい値より
高いことをＵＥ１１５－ｆおよび／または基地局１０５－ｅが決定する場合、ＵＥ１１５
－ｆは、チャネル予約波形５２０－ａとＲＴＳ５４０との間で衝突が生じたことを示すフ
ィードバック５４５を基地局１０５－ｅに報告してもよい。または、基地局１０５－ｅは
、検出したエネルギーレベル５５０に基づいて、ＵＥ１１５－ｆからのフィードバックと
無関係に、衝突が生じたことを決定してもよい。
【００７７】
　　［００９０］
　いくつかの実施形態では、チャネル予約波形５２０－ａは、複数の低エネルギー期間５
６０を含んでいてもよい。例えば、第１の低エネルギー期間５６０は、ＲＴＳ５４０のよ
うな干渉信号とオーバーラップしているかもしれず、チャネル予約波形５２０－ａは、チ
ャネル予約波形５２０－ａの残りの間の、ランダムまたは擬似ランダム時間、第２の低エ
ネルギー期間５６０を含んでいてもよい。第２の低エネルギー部分は、ＵＥ１１５－ｆお
よび／または基地局１０５－ｅが、別のチャネル予約波形が隣接基地局から送信されてい
ることのような、衝突する送信を検出できるようにしてもよい。いくつかのケースでは、
第１および第２の低エネルギー部分の間に使用するエネルギー検出しきい値またはタイミ
ングは、異なっていてもよい。
【００７８】
　　［００９１］
　いくつかの例では、基地局１０５－ｅは、衝突フィードバックに少なくとも部分的に基
づいて、ＣＷサイズを調節してもよい。ＣＷサイズに対する調節は、例えば、ＣＷサイズ
の線形的増加、ＣＷサイズにおける指数的増加（例えば、倍増）、または、他のＣＷ調節
技術であってもよい。いくつかの例において、ＣＷ調節技術は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５
－ｅにおいて同様になされるであろうように、ＣＷに対する調節を提供するように選択さ
れる。ある例において、基地局１０５－ｅは、後続するコンテンション手順のために、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰ１３５－ｅが共有ＲＦスペクトル帯域５１０のチャネルのコンテンション
に勝つチャンスを可能にするくらい十分に大きな値で、ＣＷサイズを設定してもよい。例
えば、基地局１０５－ｅは、ＣＷを増加させて、ＣＷのランダムに選択された部分の代わ
りに、ＣＷの最大時間期間に対してバックオフしてもよい。さらなる例において、ＵＥ１
１５－ｆは、衝突の検出の際に、チャネル予約波形５２０－ａのすべてまたは一部分がデ
コードされない場合、ダウンリンク許可を探さないかもしれない。
【００７９】
　　［００９２］
　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがった、衝突検出およびフィードバックのため
のフローチャート６００の例を図示している。フローチャート６００は、図１～５を参照
して上記で説明したように、衝突検出およびフィードバックの態様を図示してもよく、Ｕ
Ｅ１１５において実現してもよい。いくつかの例では、ＵＥ１１５のようなデバイスは、
ブロック６０５で示すように、共有無線周波数スペクトル帯域を監視してもよい。このよ
うな監視は、例えば、デバイスに対してスケジュールされたＤＲＸオン期間の間に、実行
してもよい。いくつかの例では、デバイスは、衝突についてチャネルを監視するために、
最初のダウンリンク許可を受信する準備ができる前のある時間期間に、監視することを開
始してもよい。
【００８０】
　　［００９３］
　デバイスは、監視することに少なくとも部分的に基づいて、ブロック６１０で示すよう
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に、共有無線周波数スペクトル帯域中の信号を検出してもよい。信号は、いくつかの例で
は、共有無線周波数スペクトル帯域上で受信した信号をデコードするように試行すること
を通して検出してもよい。ある例では、デバイスは、共有無線周波数スペクトル帯域中に
存在するかもしれない信号を検出するようにエネルギー感知を実行してもよい。
【００８１】
　　［００９４］
　ブロック６１５において、デバイスは、チャネル予約波形をデコードするように試行し
てもよい。上述したように、チャネル予約波形は、図５Ａおよび５Ｂを参照して説明した
ようなチャネル予約波形５２０と５２０－ａのように、衝突を検出する目的のためにデコ
ードされてもよい予め定められた波形であってもよい。波形をデコードしようと試行する
ことは、いくつかの例では、ＴｘＯＰの開始に続くある期間内の、時間ドメイン波形を、
または、時間ドメイン波形の一部分をデコードしようと試行することを含んでいてもよい
。いくつかのケースでは、ブロック６１５において、デバイスは、代わりに、時間ドメイ
ンエネルギーシグニチャの予測される送信ギャップの間のエネルギーレベルを検出しても
よい。
【００８２】
　　［００９５］
　デバイスは、その後、ブロック６２０で示すように、ＬＴＥ信号が識別されるか否かを
決定してもよい。いくつかの例では、ＬＴＥ信号の決定は、チャネル予約波形のすべてま
たは一部分をデコードすることに基づいていてもよい。ある例では、ＬＴＥ信号の決定は
、チャネル予約信号に続いて送信されるデータ送信のすべてまたは一部分を受信およびデ
コードすることに少なくとも部分的に基づいてもよい。ＬＴＥ信号が識別されない場合、
ブロック６０５の動作を繰り返してもよい。
【００８３】
　　［００９６］
　ブロック６２０において、ＬＴＥ信号が識別される場合、デバイスは、ブロック６２５
で示すように、ＬＴＥ信号をデコードしてもよい。ＬＴＥ信号は、例えば、ＬＴＥ送信に
関係付けられている確立されたデコード技術を通してデコードしてもよい。
【００８４】
　　［００９７］
　ブロック６３０で示すように、デバイスは、その後、チャネル予約信号のデコードに成
功したか否かを決定することを通して、衝突があったか否かを決定してもよい。いくつか
の例では、衝突の決定は、チャネル予約信号の一部分をデコードすることに少なくとも部
分的に基づいていてもよい。
【００８５】
　　［００９８］
　チャネル予約波形のデコードに成功しない場合には、衝突が検出され、デバイスは、ブ
ロック６３５で示すように、ＬＴＥノード（例えば、基地局）に提供される衝突フィード
バックを記録してもよい。フィードバックは、例えば、ライセンスされているまたは共有
無線周波数スペクトル帯域のうちのいずれかを使用して、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを
介して、報告してもよい。いくつかの例では、フィードバックは、ＬＴＥ送信に関係付け
られているデータ送信の受信に続いて送信してもよい。
【００８６】
　　［００９９］
　ブロック６４０において、デバイスは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックと衝突フィー
ドバックとを含んでいてもよい、フィードバックを送信ＬＴＥノードに送信してもよい。
フィードバックは、例えば、ライセンスされているまたは共有無線周波数スペクトル帯域
のいずれかを使用して、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを介して、報告してもよい。いくつ
かの例では、フィードバックは、ＬＴＥ送信に関係付けられているデータ送信の受信に続
いて送信してもよい。
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【００８７】
　　［０１００］
　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがった、衝突フィードバックのために構成され
ているワイヤレスデバイス７００のブロックダイヤグラムを示している。ワイヤレスデバ
イス７００は、図１～６を参照して説明した基地局１０５またはＵＥ１１５の基地局の態
様の例であってもよい。ワイヤレスデバイス７００は、受信機７０５、衝突検出コンポー
ネント７１０、または、送信機７１５を含んでいてもよい。ワイヤレスデバイス７００は
また、プロセッサを含んでいてもよい。これらのコンポーネントのそれぞれは、互いに通
信してもよい。
【００８８】
　　［０１０１］
　受信機７０５は、さまざまな情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル、
ＬＴＥ－ＵおよびＷｉ－Ｆｉ共存のための重ね合わせコーディングベースのプリアンブル
設計に関連する情報、等）に関係付けられている、パケット、ユーザデータ、または、制
御情報のような情報を受信してもよい。情報は、衝突検出コンポーネント７１０に、およ
び、ワイヤレスデバイス７００の他のコンポーネントにパスされてもよい。いくつかの例
では、受信機７０５は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通
信と、第２の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第２の通信とを含む信号７
０３を、共有無線周波数スペクトル帯域を通して受信してもよく、第２の信号は第１の通
信の少なくとも一部分とオーバーラップする。第１の通信は、第１の衝突検出部分（例え
ば、プリアンブル、チャネル予約波形、時間ドメインエネルギーシグニチャ等）と第２の
データ部分とを含んでいてもよい。例えば、受信機７０５は、第１のＲＡＴと第２のＲＡ
Ｔとによって共有される周波数チャネルを通して送信されるプリアンブル信号を含む信号
７０３を受信してもよく、プリアンブル信号は、第１のＲＡＴに関係付けられている予め
定められたプリアンブル時間期間を有し、プリアンブル信号は、第１のＲＡＴと第２のＲ
ＡＴによって識別可能である。
【００８９】
　　［０１０２］
　ある例では、受信機７０５は、送信のデータ部分より前に、（例えば、ＬＴＥのような
、第１のＲＡＴに関係付けられている）第１の送信機によって送信される信号７０３（例
えば、通信の衝突検出部分）を受信してもよい。いくつかのケースでは、受信した信号７
０３は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含む、時間ドメ
インエネルギーシグニチャを備えている。あるケースでは、受信した信号７０３は、第１
の低エネルギー期間に続き、第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられている信号
送信境界にまで及ぶ、第２の高エネルギー期間を備えている。いくつかのケースでは、受
信した信号７０３は、第１の低エネルギー期間に続く、第２の低エネルギー期間を含んで
いてもよい。受信機７０５は、受信した信号７０３の（例えば、フィルタされた、デジタ
ル化された等のような）信号表現７０７を衝突検出コンポーネント７１０にパスしてもよ
い。
【００９０】
　　［０１０３］
　衝突検出コンポーネント７１０は、いくつかの例では、受信機７０５から受け取った信
号表現７０７に基づいて、共有無線周波数スペクトル帯域における信号を検出してもよい
。衝突検出コンポーネント７１０は、その後、信号を検出することに少なくとも部分的に
基づいて、第１の通信と第２の通信との間で衝突が生じたか否かを決定してもよく、衝突
が生じていた場合、ワイヤレス通信ネットワークのノードに衝突を報告してもよい。ある
例では、衝突検出コンポーネント７１０は、共有無線周波数スペクトル帯域を通した第１
の送信機からのデータ送信の信号表現７０７を受信し、データ送信は第１の無線アクセス
テクノロジー（例えば、ＬＴＥ）を使用して送信され、第２の無線アクセステクノロジー
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）を使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して送信する第
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２の送信機と、第１の送信機との間の第１の通信のデータ部分より前に衝突が生じたこと
を識別し、衝突を第１の送信機に報告してもよい。
【００９１】
　　［０１０４］
　ある例では、衝突検出コンポーネント７１０は、プリアンブル信号の間に検出されるエ
ネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、衝突が発生したことを識別してもよい。
いくつかの例では、衝突検出コンポーネント７１０は、時間ドメインエネルギーシグニチ
ャの低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルがしきい値よりも高いことを識
別することに少なくとも部分的に基づいて、衝突が発生したことを識別してもよい。いく
つかのケースでは、衝突検出コンポーネント７１０は、時間ドメインエネルギーシグニチ
ャの第２の低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部分的に基
づいて、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を
通して送信する第３の送信機と、第１の送信機との間のデータ送信より前に、第２の衝突
が生じたことを識別してもよい。
【００９２】
　　［０１０５］
　衝突検出コンポーネント７１０は、信号検出コンポーネント７２５と、信号デコードコ
ンポーネント７３０と、フィードバックコンポーネント７３５とを含んでいてもよい。信
号検出コンポーネント７２５は、例えば、受信した信号表現７０７に少なくとも部分的に
基づいて、共有ＲＦスペクトル帯域中の信号の存在を検出するように、信号検出を実行し
てもよい。いくつかの例では、信号検出コンポーネント７２５は、信号の存在または欠如
を決定するために使用してもよい信号表現７０７に基づいて、エネルギー値を決定しても
よい。信号検出コンポーネント７２５は、信号存在インジケータ７２７を信号デコードコ
ンポーネント７３０にパスしてもよい。いくつかのケースでは、信号検出コンポーネント
７２５は、信号デコードコンポーネント７３０をバイパスしてもよく、信号存在インジケ
ータ７２７を直接フィードバックコンポーネント７３５にパスしてもよい。例えば、信号
検出コンポーネント７２５は、検出したエネルギーレベルがしきい値より高いことと、第
１の通信と第２の通信との間で衝突が生じたこととを決定してもよく、信号存在インジケ
ータ７２７を直接フィードバックコンポーネント７３５に送ってもよい。
【００９３】
　　［０１０６］
　信号デコードコンポーネント７３０は、受信した信号をデコードしてもよく、または、
受信した信号をデコードするように試行してもよい。例えば、信号デコードコンポーネン
ト７３０は、受信機７０５からの信号表現７０７と、信号が存在することを示す信号存在
インジケータ７２７とを受け取ってもよい。上記で議論したように、信号デコードコンポ
ーネントは、その後、信号表現７０７に含まれる、ＲＴＳ信号またはチャネル予約信号の
うちの１つ以上をデコードするように試行してもよい。信号デコードコンポーネント７３
０は、例えば、共有ＲＦスペクトル帯域を使用する別の送信機との衝突の存在を決定する
ために使用してもよいデコードされた信号情報を、１つ以上の他のコンポーネントに提供
してもよい。いくつかのケースにおいて、信号デコードコンポーネント７３０は、ＲＴＳ
信号の、 チャネル予約信号の、または、チャネル予約信号中のコードセグメントのデコ
ードに成功しなかったことに基づいて、衝突インジケータ７３２をフィードバックコンポ
ーネント７３５に提供してもよい。フィードバックコンポーネント７３５は、受信した信
号に関連するフィードバックを提供してもよい。このようなフィードバックは、例えば、
検出された衝突に関するフィードバックを含んでいてもよい。ある例では、フィードバッ
クコンポーネント７３５は、干渉信号の存在または欠如を決定するために使用されてもよ
い、データのデコードに成功しているかまたはデコードに成功していないかの表示を受け
取ってもよい。追加的または代替的に、フィードバックコンポーネント７３５は、受信し
たデータ送信に関連するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを提供してもよい。フィードバ
ックコンポーネント７３５は、後続の処理（例えば、混合、マッピング、コーディング、
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等）および送信のために、フィードバック情報７１２を送信機７１５に提供してもよい。
【００９４】
　　［０１０７］
　送信機７１５は、ワイヤレスデバイス７００の他のコンポーネントから受け取った信号
７１７を送信してもよい。いくつかの例では、送信機７１５は、トランシーバコンポーネ
ント中の受信機７０５と同じ位置に配置されていてもよい。送信機７１５は、単一のアン
テナを含んでいてもよく、または、送信機７１５は、複数のアンテナを含んでいてもよい
。いくつかの例では、送信機７１５は、例えば、フィードバックコンポーネント７３５か
ら受け取ったフィードバック情報７１２に基づいて、衝突検出コンポーネント７１０によ
ってなされた衝突決定に関係付けられているフィードバックを送信してもよい。
【００９５】
　　［０１０８］
　図８は、本開示のさまざまな態様にしたがった、衝突検出およびフィードバックのため
のワイヤレスデバイス７００のコンポーネントであってもよい、衝突検出コンポーネント
７１０－ａのブロックダイヤグラムを示す。衝突検出コンポーネント７１０－ａは、図７
を参照して説明した衝突検出コンポーネント７１０の態様の例であってもよい。衝突検出
コンポーネント７１０－ａは、信号検出コンポーネント７２５－ａと、信号デコードコン
ポーネント７３０－ａと、フィードバックコンポーネント７３５－ａとを含んでいてもよ
い。これらのコンポーネントのそれぞれは、図７を参照してここで説明した機能を実行し
てもよい。衝突検出コンポーネント７１０－ａはまた、通信マネージャ８０３と、エネル
ギー感知コンポーネント８１０と、ＤＲＸコンポーネント８１５とを含んでいてもよい。
【００９６】
　　［０１０９］
　通信マネージャ８０３は、共有リソースを利用するワイヤレス通信システムにおけるデ
バイスの動作を可能にしてもよい。例えば、通信マネージャは、ライセンス支援アクセス
（ＬＡＡ）コンポーネント８０５を含んでいてもよく、これは、例えば、タイミング動作
、同期動作、およびＬＢＴ手順のような、共有ＲＦスペクトル帯域を通してのライセンス
支援アクセスに関連する動作を実行してもよい。通信マネージャ８０３は、ＤＲＸコンポ
ーネント８１５をさらに含んでいてもよく、これは、決定した間隔で信号を受信するよう
に受信機を起動することを含んでいてもよい、非連続な受信動作を実行してもよい。いく
つかの例において、ＤＲＸコンポーネント８１５は、図２～７を参照してここで説明した
ように、共有ＲＦスペクトル帯域上に存在しているかもしれない他の信号を感知するため
に、予測される受信より前の十分な時間で受信機を起動してもよい。通信マネージャ８０
３は、同期／スケジュール情報８１２を信号検出コンポーネント７２５－ａにパスしても
よく、信号検出コンポーネント７２５－ａは、受信した情報８１２に基づいて、信号検出
動作を行ってもよい。
【００９７】
　　［０１１０］
　信号検出コンポーネント７２５－ａは、エネルギー感知コンポーネント８１０を含んで
いてもよく、エネルギー感知コンポーネント８１０は、例えば、共有ＲＦスペクトル帯域
上の信号の存在を決定するために使用してもよい、共有ＲＦスペクトル帯域上のエネルギ
ーレベルを感知してもよい。エネルギー感知コンポーネント８１０はまた、図２～７を参
照してここで説明したように、衝突を決定するために使用してもよい、感知されたエネル
ギーの相対レベルに関連する情報を提供してもよい。図７を参照して議論したように、信
号検出コンポーネント７２５－ａは、信号存在インジケータ７２７－ａを、信号デコード
コンポーネント７３０－ａ、または、フィードバックコンポーネント７３５－ａのいずれ
かにパスしてもよい。信号デコードコンポーネント７３０－ａは、信号存在インジケータ
７２７－ａの受け取りを使用して、（例えば、通信のデータ部分より前に生じる信号の一
部分の）デコード動作をトリガしてもよい。フィードバックコンポーネント７３５－ａは
、例えば、エネルギー感知コンポーネント８１０において検出したエネルギーレベルがし
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きい値を上回っていることを信号存在インジケータ７２７－ａが示す場合、信号存在イン
ジケータ７２７－ａを使用して、衝突を報告してもよい。
【００９８】
　　［０１１１］
　図９は、本開示のさまざまな実施形態にしたがった、衝突検出およびフィードバックの
ために構成されているＵＥ１１５－ｆを含むシステム９００のダイヤグラムを示している
。システム９００は、図１～８を参照してここで説明した、ワイヤレスデバイス７００ま
たはＵＥ１１５の例であってもよい、ＵＥ１１５－ｆを含んでいてもよい。ＵＥ１１５－
ｆは、図７～８を参照して説明した衝突検出コンポーネント７１０の例であってもよい、
衝突検出コンポーネント９１０を含んでいてもよい。ＵＥ１１５－ｆはまた、通信を送信
するためのコンポーネントと通信を受信するためのコンポーネントとを含む、双方向音声
およびデータ通信のためのコンポーネントを含んでいてもよい。例えば、ＵＥ１１５－ｆ
は、基地局１０５－ｅまたはＵＥ１１５－ｇと双方向に通信してもよい。
【００９９】
　　［０１１２］
　ＵＥ１１５－ｆはまた、プロセッサ９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９２０を含む）
メモリ９１５と、トランシーバ９３５と、１つ以上のアンテナ９４０とを含んでいてもよ
く、そのそれぞれは、（例えば、バス９４５を介して）互いに直接的または間接的に通信
してもよい。トランシーバ９３５は、上述したように、１つ以上のネットワークと、アン
テナ９４０あるいはワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信してもよ
い。例えば、トランシーバ９３５は、基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信
してもよい。トランシーバ９３５は、パケットを変調して、変調したパケットを送信のた
めにアンテナ９４０に提供し、アンテナ９４０から受け取ったパケットを復調するための
モデムを含んでいてもよい。ＵＥ１１５－ｆは、単一のアンテナ９４０を含んでいてもよ
い一方で、ＵＥ１１５－ｆはまた、複数のワイヤレス送信を並行して送信または受信する
ことができる複数のアンテナ９４０を有していてもよい。
【０１００】
　　［０１１３］
　メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）およびリードオンリーメモリ（Ｒ
ＯＭ）を含んでいてもよい。メモリ９１５は、実行されるときに、プロセッサ９０５に、
ここで説明したさまざまな機能（例えば、ＬＴＥ－ＵおよびＷｉ－Ｆｉ共存に対する衝突
検出およびフィードバック等）を実行させる命令を含む、コンピュータ読取可能、コンピ
ュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード９２０を記憶していてもよい。代替
的に、ソフトウェア／ファームウェアコード９２０は、プロセッサ９０５によって直接実
行可能でないかもしれないが、（例えば、コンパイルされて実行されるときに）コンピュ
ータに、ここで説明した機能を実行させてもよい。プロセッサ９０５は、インテリジェン
トハードウェアデバイス（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロ制御装置、Ａ
ＳＩＣ等）を含んでいてもよい。
【０１０１】
　　［０１１４］
　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数のＲＡＴ共存のための衝突報告を
サポートするワイヤレスデバイスのためのフローチャート１０００を図示している。フロ
ーチャート１０００は、図１～６を参照して上記で説明したような、基地局１０５におい
て実現される衝突検出およびフィードバックの態様を図示していてもよい。
【０１０２】
　　［０１１５］
　いくつかの例では、基地局１０５のようなデバイスは、ブロック１００５において示す
ように、共有周波数スペクトル帯域のチャネルにアクセスするより前に、ＣＷサイズを初
期化してもよい。いくつかの例において、デバイスに対するＣＷサイズは、近づいている
データ送信に関係付けられているアクセスカテゴリに基づいて選択してもよい。ＣＷサイ
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ズは、送信より前に共有チャネルを観測するための最大期間をデバイスに提供してもよい
。
【０１０３】
　　［０１１６］
　１０１０において、デバイスは、ＣＷサイズに基づいて、観測するＣＣＡ期間を選択し
てもよい。いくつかのケースでは、デバイスは、ＣＣＡ期間をランダムに決定してもよい
。例えば、乱数発生器を使用して、最小期間とＣＷサイズとの間でＣＣＡ期間を決定して
もよい。
【０１０４】
　　［０１１７］
　１０１５において、デバイスは、選択したＣＣＡ期間に基づいて、ＣＣＡを実行しても
よい。ＣＣＡを実行することは、共有スペクトルにアクセスするより前に、ＣＣＡ期間に
対して、共有スペクトルの一部分を監視することを含んでいてもよい。いくつかのケース
では、ＣＣＡは、ｅＣＣＡであってもよい。ＣＣＡを実行している間、１０２０において
、デバイスは、ＣＣＡ期間が満了したか否か、および、共有スペクトルの所望の部分が空
いているか否かを決定（例えば、干渉送信が共有スペクトル上に存在するか否かを決定）
してもよい。ＣＣＡ期間が満了し、スペクトルが空いている（例えば、干渉送信が検出さ
れない）場合、デバイスは、共有無線周波数スペクトル帯域を通して送信することを開始
してもよい。そうではなく、スペクトルが空いていない（例えば、干渉する送信が検出さ
れた）場合、デバイスは、１０２０において、チャネルが空きながらＣＣＡの期間が満了
するまで、スペクトルが空くまで待ち、（例えば、チャネルのエネルギーレベルがしきい
値を下回るとき等に）タイマーを減らすことを続けてもよい。
【０１０５】
　　［０１１８］
　１０２５において、共有スペクトルが空いていることを決定した後、デバイスは、共有
スペクトルを通して送信してもよい。スペクトルを通して送信することは、チャネル予約
信号とデータ信号とを送信すること（例えば、ＬＴＥ送信等）を含んでいてもよい。チャ
ネル予約信号は、ｆ－ＣＵＢＳおよび／またはＣＵＢＳを含んでいてもよく、これらは、
データ信号のための無線アクセステクノロジーに対するデータ送信に関係付けられている
データ送信境界（例えば、ＬＴＥサブフレーム境界等）の開始時においてデータ信号が開
始できるようにするために、１つ以上のシンボル期間を占有してもよい。
【０１０６】
　　［０１１９］
　いくつかの例では、チャネル予約信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイスによってデコードされて
もよいプリアンブル波形を含み、データ信号の前にｆ－ＣＵＢＳおよび／またはＣＵＢＳ
の代わりに送信してもよい。プリアンブル波形は、非ＯＦＤＭ波形（例えば、時間ドメイ
ン波形等）であってもよい。いくつかの例では、プリアンブル波形は、少なくとも、異な
るＲＡＴ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ等）に関係付けられているＲＴＳ信号の期間に渡り、次の
ＬＴＥシンボル境界まで及ぶ。追加的または代替的に、プリアンブル波形は、少なくとも
１つ、２つまでのＬＴＥシンボル間に渡る。いくつかの例では、コードセクション中のシ
ーケンスをデコードするＵＥ１１５の能力を抑制する、ＲＴＳ送信からの干渉の可能性を
向上させるために、プリアンブル波形は、最も短く予測されるＲＴＳ送信より短い期間を
有する最初のコードセクションを含んでいてもよい。シーケンスは、例えば、送信機識別
子または他の識別子に基づいて決定されるコードであってもよい。いくつかの例では、プ
リアンブル波形は、高および低エネルギー期間を含む時間ドメインエネルギーシグニチャ
である。いくつかのケースでは、デバイスは、予め定められたパターンで、高および低エ
ネルギー期間送信してもよい。デバイスは、その後、時間ドメインエネルギーシグニチャ
を送信した後、通信のデータ部分を送信してもよい。
【０１０７】
　　［０１２０］
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　１０３０において、デバイスは、送信と、異なるＲＡＴ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）を使用
するデバイスからの送信（例えば、ＲＴＳ）との間で衝突が発生したか否かを決定しても
よい。例えば、デバイスは、送信のために意図されたＵＥから、衝突の表示を受信したか
否かを決定してもよい。１０３０において表示を受信しない場合、デバイスは、１００５
で以前に選択したコンテンションウィンドウを初期化し、次の送信のためのＣＣＡ期間を
選択することに進んでもよい。追加的または代替的に、デバイスは、信号のデータ部分よ
り前の信号の一部分（例えば、時間ドメインエネルギーシグニチャ中の送信ギャップ）の
間に、検出したエネルギーレベルがしきい値を上回るか否かを決定することによって、衝
突を識別してもよい。
【０１０８】
　　［０１２１］
　デバイスが、１０３０において、衝突が生じたことを決定する場合、デバイスは、１０
３５において、ＣＷサイズを増加させてもよい。例えば、デバイスは、コンテンションウ
ィンドウを線形的に、指数的に（例えば、倍増）、またはこれらに類するもののように、
調節してもよい。ＣＷのサイズを増加させた後、デバイスは、増加させたＣＷサイズに基
づいて、ＣＣＡ期間を選択することに進み、続く送信に対して、選択したＣＣＡ期間にお
いて、ＣＣＡを実行することに進むだろう。
【０１０９】
　　［０１２２］
　いくつかの例では、１０３０で、衝突が発生したことをデバイスが決定する場合、１０
３５において、デバイスは、ＣＷサイズを増加させ、ＣＷサイズを選択することにより（
例えば、ＣＷサイズの最大期間）、１０１０において、ＣＣＡ期間の選択を修正してもよ
い。この事例では、１０２５において、（例えば、ＣＴＳを受信しないこと等により）デ
バイスからの送信を検出すると、他の送信機はおそらくバックオフされることから、デバ
イスは、他の送信機がチャネルを通して送信する機会を許容してもよい。
【０１１０】
　　［０１２３］
　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがう、複数ＲＡＴ共存のための衝突報告のた
めに構成されているワイヤレスデバイス１１００のブロックダイヤグラムを示す。ワイヤ
レスデバイス１１００は、図１～３Ｂおよび５を参照して説明した基地局１０５の態様の
例であってもよい。ワイヤレスデバイス１１００は、受信機１１０５、基地局衝突回避コ
ンポーネント１１１０、または、送信機１１１５を含んでいてもよい。基地局衝突回避コ
ンポーネント１１１０はまた、衝突フィードバックプロセッサ１１２０と、コンテンショ
ンウィンドウマネージャ１１２５とを含んでいてもよい。ワイヤレスデバイス１１００は
また、プロセッサを含んでいてもよい。これらのコンポーネントのそれぞれは、互いに通
信してもよい。
【０１１１】
　　［０１２４］
　受信機１１０５は、さまざまな情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、複数ＲＡＴ共存のための衝突報告に関連する情報等）に関係付けられている、パケット
、ユーザデータ、または、制御情報のような、情報を受信してもよい。情報は、基地局衝
突回避コンポーネント１１１０に、および、ワイヤレスデバイス１１００の他のコンポー
ネントにパスされてもよい。いくつかの例では、受信機１１０５は、ユーザ機器から、ラ
イセンスされていないおよび／またはライセンスされている帯域中の信号１１０２を受信
してもよい。いくつかのケースでは、信号１１０２は、第２の無線アクセステクノロジー
を使用する第２の送信機からの第２の通信と、第１の通信との間の衝突の表示を含んでい
てもよい。いくつかの例では、信号１１０２は、第２の無線アクセステクノロジーの送信
要求（ＲＴＳ）信号のＲＴＳ期間より長いまたは等しい送信期間を有するコードシーケン
スを含み、第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界にまで及
ぶ、第１の通信を含む。いくつかの例では、信号は、ユーザ機器による第１の通信のデー
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タ部分のデコードに成功したという肯定応答を含んでいてもよい。いくつかのケースでは
、信号は、時間ドメインエネルギーシグニチャを含んでいてもよく、または、デバイスに
よって送信される信号と衝突した／オーバーラップした、他のデバイスからの送信を含ん
でいてもよい。受信機１１０５は、受信した信号１１０２の信号表現１１０７を基地局衝
突回避コンポーネント１１１０にパスしてもよい。
【０１１２】
　　［０１２５］
　基地局衝突回避コンポーネント１１１０は、送信機１１１５を介して、第１の無線アク
セステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して、第１の通信をユ
ーザ機器に送ってもよく、第１の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エ
ネルギー期間とを含む時間ドメインエネルギーシグニチャを備えており、時間ドメインエ
ネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、
第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの第２の通信と、第１の通
信との間で衝突が生じたことを識別し、識別することに少なくとも部分的に基づいて、共
有無線周波数スペクトル帯域を通して送信される後続の通信に対するコンテンションウィ
ンドウを増加させてもよい。
【０１１３】
　　［０１２６］
　あるケースでは、第１の通信は、第１の低エネルギー期間に続き、第１の無線アクセス
テクノロジーに関係付けられている信号送信境界にまで及ぶ、第２の高エネルギー期間を
さらに含んでいる。いくつかのケースでは、第１の通信は、第１の低エネルギー期間に続
く、第２の低エネルギー期間をさらに含み、第２の低エネルギー期間に対する間隔は、ラ
ンダムに選択される。いくつかのケースでは、基地局衝突回避コンポーネント１１１０は
、低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルがしきい値より高いことを識別す
ることに少なくとも部分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用して、共
有無線周波数スペクトル帯域を通して送信する第２の送信機と、第１の送信機との間の第
１の通信のデータ部分より前に、衝突が生じたことを識別する。
【０１１４】
　　［０１２７］
　衝突フィードバックプロセッサ１１２０は、（例えば、受信機１１０５を介して受信し
た）信号表現１１０７を処理してもよく、図２～６を参照して上記で説明したように、第
２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの第２の通信と、第１の通信
との間で衝突が生じたことを決定してもよい。衝突フィードバックプロセッサ１１２０は
、後続する通信と、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの第４
の通信との間に衝突が生じていないことも決定してもよい。いくつかのケースでは、衝突
フィードバックプロセッサ１１２０は、ユーザ機器による第３の通信の受信に成功したと
いう肯定応答を受信してもよい。いくつかのケースでは、衝突フィードバックプロセッサ
１１２０は、信号表現１１０７のエネルギーレベルがしきい値より高いか否か、または、
エネルギーが時間ドメインエネルギーシグニチャにおける送信ギャップの間に検出される
か否かを検出してもよい。衝突フィードバックプロセッサ１１２０が、衝突が生じたこと
を決定する場合、衝突フィードバックプロセッサ１１２０は、衝突インジケータ１１２２
をコンテンションウィンドウマネージャ１１２５にパスしてもよい。いくつかの例では、
衝突フィードバックプロセッサ１１２０は、後続の処理および送信のために、チャネル予
約波形１１１２を識別して、チャネル予約波形１１１２を送信機１１１５にパスしてもよ
い。
【０１１５】
　　［０１２８］
　コンテンションウィンドウマネージャ１１２５は、図２～６を参照して説明したように
、受信した衝突インジケータ１１２２に少なくとも部分的に基づいて、共有無線スペクト
ル帯域を通して送信される後続する通信に対するコンテンションウィンドウを増加させて
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もよい。コンテンションウィンドウは、線形的に、指数的に、ランダムに、および、これ
らに類するもののように増加させてもよい。コンテンションウィンドウマネージャ１１２
５は、後続する通信のために、コンテンションウィンドウの最大時間期間も観測してもよ
い。いくつかのケースでは、コンテンションウィンドウマネージャは、衝突の表示を受信
しない（例えば、衝突インジケータ１１１２を受信しない）際には、コンテンションウィ
ンドウを予め定められた値にリセットしてもよい。いくつかのケースでは、コンテンショ
ンウィンドウマネージャ１１２５は、衝突が生じたという第２の表示なく、肯定応答が受
信されたことに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションウィンドウを予め定められ
た値にリセットしてもよい。
【０１１６】
　　［０１２９］
　送信機１１１５は、ワイヤレスデバイス１１００の他のコンポーネントから受け取った
信号１１１７を送信してもよい。いくつかの例では、送信機１１１５は、トランシーバコ
ンポーネント中の受信機１１０５と同じ位置に配置されてもよい。送信機１１１５は、単
一のアンテナを含んでいてもよく、または、複数のアンテナを含んでいてもよい。いくつ
かの例では、送信機１１１５は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線
周波数スペクトル帯域を通して、第１の通信をユーザ機器に送信してもよい。送信機１１
１５はまた、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯
域を通して、後続する通信をユーザ機器に送信してもよい。いくつかのケースでは、送信
機１１１５は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル
帯域を通して、第３の通信をユーザ機器に送信してもよい。あるケースでは、送信機１１
１５は、時間ドメインエネルギーシグニチャを送信し、時間ドメインシグニチャを送信す
ることは、高エネルギー期間の間に、信号を送信することと、低エネルギー期間の間に、
信号の送信を中止することとを含む。
【０１１７】
　　［０１３０］
　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがった、複数ＲＡＴ共存のために衝突報告を
するように構成されている基地局１０５－ｆを含むシステム１２００のダイヤグラムを示
す。システム１２００は、図１～３Ｂ、５、および、１１を参照して説明した、ワイヤレ
スデバイス１１００または基地局１０５の例であってもよい、基地局１０５－ｆを含んで
いてもよい。基地局１０５－ｆは、図１１を参照して説明した基地局衝突回避コンポーネ
ント１１１０の例であってもよい、基地局衝突回避コンポーネント１２１０を含んでいて
もよい。基地局１０５－ｆはまた、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信す
るためのコンポーネントとを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネント
を含んでいてもよい。例えば、基地局１０５－ｆは、ＵＥ１１５－ｈまたはＵＥ１１５－
ｉと双方向に通信してもよい。
【０１１８】
　　［０１３１］
　いくつかのケースでは、基地局１０５－ｆは、１つ以上のワイヤードバックホールリン
クを有していてもよい。基地局１０５－ｆは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバ
ックホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェース等）を有していてもよい。基地局１０
５－ｆはまた、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して
、基地局１０５－ｇおよび基地局１０５－ｈのような他の基地局１０５と通信してもよい
。基地局１０５のそれぞれは、同じまたは異なるワイヤレス通信テクノロジーを使用して
、ＵＥ１１５と通信してもよい。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｆは、基地局通
信コンポーネント１２２５を利用して、基地局１０５－ｇまたは１０５－ｈのような他の
基地局と通信してもよい。いくつかの例では、基地局通信コンポーネント１２２５は、基
地局１０５のうちのいくつかの間の通信を提供するために、ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワークテクノロジー内のＸ２インターフ
ェースを提供してもよい。いくつかの例では、基地局１０５－ｆは、コアネットワーク１
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３０を通して、他の基地局と通信してもよい。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｆ
は、ネットワーク通信コンポーネント１２３０を通して、コアネットワーク１３０と通信
してもよい。
【０１１９】
　　［０１３２］
　基地局１０５－ｆは、プロセッサ１２０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９２０を含む）
メモリ１２１５と、トランシーバ１２３５と、アンテナ１２４０とを含んでいてもよく、
これらそれぞれは、互いに（例えば、バスシステム１２４５を通して）直接的にまたは間
接的に通信してもよい。トランシーバ１２３５は、アンテナ１２４０を介して、マルチモ
ードデバイスであってもよいＵＥ１１５と双方向に通信するように構成されていてもよい
。トランシーバ１２３５（または、基地局１０５－ｆの他のコンポーネント）は、アンテ
ナ１２４０を介して、（示していない）１つ以上の他の基地局と双方向に通信するように
も構成されていてもよい。トランシーバ１２３５は、パケットを変調し、変調したパケッ
トを送信のためにアンテナ１２４０に提供し、アンテナ１２４０から受け取ったパケット
を復調するように構成されているモデムを含んでいてもよい。基地局１０５－ｆは、それ
ぞれ１つ以上の関係付けられているアンテナ１２４０を有する、複数のトランシーバ１２
３５を含んでいてもよい。トランシーバは、図１１の組み合わされた受信機１１０５と送
信機１１１５との例であってもよい。
【０１２０】
　　［０１３３］
　メモリ１２１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含んでいてもよい。メモリ１２１５はまた、
実行されるときに、プロセッサ１２０５に、ここで説明したさまざまな機能（例えば、複
数ＲＡＴ共存のための衝突報告、カバレッジ向上技術選択、呼処理、データベース管理、
メッセージルーティング、等）を実行させるように構成されている命令を含む、コンピュ
ータ読取可能、コンピュータ実行可能なソフトウェアコード１２２０を記憶していてもよ
い。代替的に、ソフトウェア１２２０は、プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能
でなくてもよいが、例えば、コンパイルされて実行されるときに、コンピュータに、ここ
で説明した機能を実行させるように構成されていてもよい。プロセッサ１２０５は、例え
ばＣＰＵ、マイクロ制御装置、ＡＳＩＣ、等のようなインテリジェントハードウェアデバ
イスを含んでいてもよい。プロセッサ１２０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、
ベースバンドプロセッサ、無線ヘッド制御装置、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、お
よびこれらに類するもののような、さまざまな特殊目的プロセッサを含んでいてもよい。
【０１２１】
　　［０１３４］
　基地局通信コンポーンネント１２２５は、他の基地局１０５との通信を管理してもよい
。いくつかのケースでは、通信管理コンポーネントは、他の基地局１０５と協同してＵＥ
１１５との通信を制御するための制御装置またはスケジューラを含んでいてもよい。例え
ば、基地局通信コンポーネント１２２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信の
ようなさまざまな干渉緩和技術のために、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリング
を調整してもよい。
【０１２２】
　　［０１３５］
　ワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバイス１１００のコンポーネント、衝突検出
コンポーネント７１０、および基地局衝突回避コンポーネント１１１０を、ハードウェア
において適用可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合されている
少なくとも１つのＡＳＩＣにより、個々にまたは集合的に、実現してもよい。代替的に、
機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、１つ以上の他の処理ユニット（またはコア）によっ
て実行してもよい。他の例では、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォ
ームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカ
スタムＩＣ）を使用してもよく、それらは、技術的に既知の任意の方法でプログラムして
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もよい。各ユニットの機能はまた、メモリ中で具現化され、１つ以上の汎用または特定用
途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされている命令により、全体的
にまたは部分的に実現してもよい。
【０１２３】
　　［０１３６］
　添付の図面に関連して上記で述べた詳細な説明は、例示的なコンフィギュレーションを
説明しており、実現することができるまたは特許請求の範囲の範囲内にあるすべての例を
表すものではない。この説明全体に渡って使用されている用語「実例的」は、「好ましい
」または「他の例に対して有利である」ということではなく、「例、事例、または例示と
しての役割を果たす」という意味である。詳細な説明は、記載した技術の理解を提供する
ことを目的とした特定の詳細を含む。しかしながら、これらの技術は、これらの特定の詳
細なしに実施してもよい。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明した
例の概念を曖昧にするのを避けるために、ブロックダイヤグラム形式で示されている。
【０１２４】
　　［０１３７］
　さまざまな異なるテクノロジーと技術のうちのいずれかを使用して、情報と信号を表し
てもよい。例えば、上記の説明全体を通して参照されてもよいデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁粒
子、光場または光粒子、あるいはこれらの任意の組み合わせによって表してもよい。
【０１２５】
　　［０１３８］
　ここでの開示に関連して説明した、さまざまな例示的なブロックおよびモジュールは、
ここで説明した機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、
ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、これらの任意の組み
合わせを用いて、実現または実行してもよい。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであ
ってもよいが、代替実施形態では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、制御装置、
マイクロ制御装置、または状態機械であってもよい。プロセッサはまた、コンピューティ
ングデバイスの組み合わせ（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数の
マイクロプロセッサ、ＤＳＰのコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサ、または他
の何らかのこのようなコンフィギュレーション）として実現してもよい。
【０１２６】
　　［０１３９］
　ここで説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェア、
ファームウェア、または、これらの任意の組み合わせで実現してもよい。プロセッサによ
って実行されるソフトウェアで実現する場合、機能は、１つ以上の命令またはコードとし
てコンピュータ読取可能媒体上に記憶され、あるいは、それを通して送信されてもよい。
他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付の特許請求の範囲内にある。
例えば、ソフトウェアの性質により、上記に説明された機能は、プロセッサによって実行
されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、または、こ
れらの任意の組み合わせを使用して実現することができる。機能を実現する特徴はまた、
機能の部分が異なる物理的ロケーションで実現されるように分散されることを含む、さま
ざまなポジションで物理的に位置付けられてもよい。また、特許請求の範囲を含め、ここ
で使用する、項目のリスト（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１つ
以上」のようなフレーズにより始まる項目のリスト）中で使用する「または」は、例えば
、［Ａ、Ｂ、またはＣ、のうちの少なくとも１つ］のリストが、ＡまたはＢまたはＣある
いはＡＢまたはＡＣまたはＢＣあるいはＡＢＣ（すなわち、ＡとＢとＣ）を意味するよう
に、包括的リストを示している。
【０１２７】
　　［０１４０］
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　コンピュータ読取可能媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を促進する任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方
を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または特殊目的コンピュータによってアクセスするこ
とができる任意の利用可能な媒体であってもよい。限定ではなく例として、非一時的コン
ピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブルリードオンリ
ーメモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の
光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、命
令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使
用することができ、汎用または特殊目的コンピュータ、あるいは、汎用または特殊目的プ
ロセッサによってアクセスすることができる他の何らかの非一時的媒体を備えることがで
きる。また、任意の接続は、コンピュータ読取可能媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフ
トウェアが、ウェブサイト、サーバ、または、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波の
ようなワイヤレステクノロジーを使用する他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波のようなワイヤレステクノロジーは、媒体の定義に含まれる。ここで使用したよう
なディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光デ
ィスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブル
ーレイ（登録商標）ディスクを含むが、通常、ディスク（ｄｉｓｋ）はデータを磁気的に
再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレーザにより光学的に再生する。上記
の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能媒体の範囲内に含まれる。
【０１２８】
　　［０１４１］
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするために提
供されている。本開示へのさまざまな修正は、当業者にとって容易に明らかであり、ここ
に定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバリエーション
に適用してもよい。したがって、本開示は、ここで説明された例および設計に限定されず
、ここで開示された原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲が与えられる。
【０１２９】
　　［０１４２］
　ここで説明した技術は、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ
）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、単一搬
送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および、他のシステムのような、さまざま
なワイヤレス通信システムに対して使用してもよい。用語「システム」および「ネットワ
ーク」は、交換可能に使用されることが多い。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、
ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）等のような無線テクノロジーを実現してもよ
い。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、および、ＩＳ－８５６標準規格
をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ、
等として一般的に呼ばれている。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、ＣＤＭＡ２０００
　１ｘＥＶ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）等として一般的に呼ばれている
。ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の
変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登
録商標））のような無線テクノロジーを実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、
ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２
．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ、等のような無線テクノロジーを実現してもよい。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル移動体電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部であ
る。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アド
バンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサル移動体電気通信システ
ム（ＵＭＴＳ）の新リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴ
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Ｅ－Ａおよび移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名の組織からの文書中で説明されている。Ｃ
ＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２）という名の組織からの文書中で説明されている。ここで説明する技術は、他のシス
テムおよび無線テクノロジーと同様に、上記で言及したシステムおよび無線テクノロジー
のために使用してもよい。しかしながら、上記の説明は、例の目的でＬＴＥシステムを説
明しており、ＬＴＥ専門用語が上記の説明のほとんどで使用されているが、この技術はＬ
ＴＥアプリケーションを超えて適用可能である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための方法において、
　共有無線周波数スペクトル帯域中の信号を検出することと、
　前記検出することに少なくとも部分的に基づいて、第１の通信と第２の通信との衝突を
決定することと、
　前記ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス通信ネットワークのノードに前記衝突
を報告することとを含み、
　前記信号は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２
の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、
　前記第２の通信は、前記第１の通信の少なくとも一部分とオーバーラップする方法。
　［２］　前記第１の通信は、前記第１の無線アクセステクノロジーを使用する第１の送
信機によって送信されるチャネル予約信号を含む［１］記載の方法。
　［３］　前記衝突は、送信機会（ＴｘＯＰ）の始めに生じ、前記チャネル予約信号の一
部分で衝突する［２］記載の方法。
　［４］　前記チャネル予約信号は、前記第１の送信機によって送信される、チャネル使
用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）または部分ＣＵＢＳのうちの１つ以上を含む［２］記載の方
法。
　［５］　前記第２の通信は、前記第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送
信機によって送信される送信要求（ＲＴＳ）送信を含む［１］記載の方法。
　［６］　前記衝突を決定することは、
　前記第１の通信のエネルギーレベルを超える送信時間期間の第１の部分に対する信号の
エネルギーレベルにおける差を識別することを含む［１］記載の方法。
　［７］　前記衝突を決定することは、
　前記エネルギーレベルにおける差の期間が、前記第２の無線アクセステクノロジーに関
係付けられている送信要求（ＲＴＳ）送信に対して使用される送信期間に対応することを
識別することをさらに含む［６］記載の方法。
　［８］　前記衝突を報告することは、前記ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス
通信ネットワークのノードに、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１つ以上において、表示を送信するこ
とを含む［１］記載の方法。
　［９］　前記第１の通信は、データ部分を含み、
　前記方法は、前記第１の通信のデータ部分が送信されるより前に、前記第１の通信と前
記第２の通信との間で前記衝突が生じたことを識別することをさらに含む［１］記載の方
法。
　［１０］　前記衝突が生じたことを識別することは、
　前記第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される第２の信号を
デコードすることを試行することと、
　前記第２の信号の少なくとも一部分をデコードすることに成功しなかったことに少なく
とも部分的に基づいて、前記衝突を識別することとを含む［９］記載の方法。
　［１１］　前記第１の通信のデータ部分より前に、前記第１の送信機によって送信され
る第２の信号は、
　前記第２の無線アクセステクノロジーの送信要求（ＲＴＳ）信号のＲＴＳ期間より長い
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または等しい送信期間を有するコードシーケンスを含み、
　前記第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及び、
　前記衝突を識別することは、前記コードシーケンスの少なくとも一部分をデコードする
ことに成功しなかったことに少なくとも部分的に基づいている［１０］記載の方法。
　［１２］　前記第１の通信のデータ部分より前に、第１の送信機によって送信される第
２の信号を受信することをさらに含み、
　前記衝突が生じたことを識別することは、前記第２の信号の間に検出されるエネルギー
レベルに少なくとも部分的に基づいている［９］記載の方法。
　［１３］　前記受信した第２の信号は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エ
ネルギー期間とを含む時間ドメインエネルギーシグニチャを含み、
　前記衝突が生じたことを識別することは、前記第１の低エネルギー期間の間に検出され
るエネルギーレベルがしきい値より高いことを識別することに少なくとも部分的に基づい
ている［１２］記載の方法。
　［１４］　前記受信した第２の信号は、前記第１の低エネルギー期間に続き、前記第１
の無線アクセステクノロジーに関係付けけられている信号送信境界まで及ぶ、第２の高エ
ネルギー期間を含む［１３］記載の方法。
　［１５］　前記受信した第２の信号は、前記第１の低エネルギー期間に続く、第２の低
エネルギー期間をさらに含み、
　前記方法は、前記第２の低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルに少なく
とも部分的に基づいて、前記第１の無線アクセステクノロジーを使用して、前記共有無線
周波数スペクトル帯域を通して送信する第３の送信機と、前記第１の送信機との間の前記
第１の通信のデータ部分より前に、第２の衝突が生じたことを識別することをさらに含む
［１３］記載の方法。
　［１６］　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の装置において、
　共有無線周波数スペクトル帯域中の信号を検出する手段と、
　前記検出することに少なくとも部分的に基づいて、第１の通信と第２の通信との衝突を
決定する手段と、
　前記ユーザ機器に関係付けられているワイヤレス通信ネットワークのノードに前記衝突
を報告する手段とを具備し、
　前記信号は、第１の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第１の通信と第２
の無線アクセステクノロジーを使用して送信される第２の通信とを含み、
　前記第２の通信は、前記第１の通信の少なくとも一部分とオーバーラップする装置。
　［１７］　前記装置は、
　前記第１の通信を、前記共有無線周波数スペクトル帯域を通した第１の送信機からの第
１の送信として受信する手段と、
　前記第１の送信のデータ部分が送信されるより前に、前記第１の通信と前記第２の通信
との間に前記衝突が生じたことを識別する手段とをさらに具備する［１６］記載の装置。
　［１８］　基地局におけるワイヤレス通信のための方法において、
　第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して
、ユーザ機器に第１の通信を送信することと、
　時間ドメインエネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギーレベルに少なくとも部
分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２の送信機からの第２の
通信と、前記第１の通信との間で衝突が生じたことを識別することと、
　前記識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記共有無線周波数スペクトル帯域
を通して送信される後続する通信に対するコンテンションウィンドウを増加させることと
を含み、
　前記第１の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含
む前記時間ドメインエネルギーシグニチャを含む方法。
　［１９］　前記第１の無線アクセステクノロジーを使用して、前記共有無線周波数スペ
クトル帯域を通して、第３の通信を前記ユーザ機器に送信することと、
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と、
　第２の衝突が生じたという第２の表示なく、前記肯定応答が受信されたことに少なくと
も部分的に基づいて、前記コンテンションウィンドウを予め定められた値にリセットする
こととをさらに含む［１８］記載の方法。
　［２０］　前記コンテンションウィンドウを増加させることは、前記コンテンションウ
ィンドウを線形的に増加させるまたは指数的に増加させることを含む［１８］記載の方法
。
　［２１］　前記後続する通信のために、前記コンテンションウィンドウの最大時間期間
を観測することをさらに含む［１８］記載の方法。
　［２２］　前記第１の通信は、
　前記第２の無線アクセステクノロジーの送信要求（ＲＴＳ）信号のＲＴＳ期間より長い
または等しい送信期間を有するコードシーケンスを含み、
　前記第１の無線アクセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及ぶ［１
８］記載の方法。
　［２３］　前記ユーザ機器による前記第１の通信のデータ部分のデコードに成功したと
いう肯定応答を受信することをさらに含む［１８］記載の方法。
　［２４］　前記第１の通信は、前記第１の低エネルギー期間に続き、前記第１の無線ア
クセステクノロジーに関係付けられている信号送信境界まで及ぶ、第２の高エネルギー期
間をさらに含む［１８］記載の方法。
　［２５］　前記第１の通信は、前記第１の低エネルギー期間に続く、第２の低エネルギ
ー期間をさらに含み、
　前記第２の低エネルギー期間に対する間隔は、ランダムに選択される［１８］記載の方
法。
　［２６］　前記衝突が生じたことを識別することは、前記時間ドメインエネルギーシグ
ニチャの前記第１の低エネルギー期間の間に検出されるエネルギーレベルがしきい値より
高いことを識別することに少なくとも部分的に基づいている［１８］記載の方法。
　［２７］　前記衝突が生じたことを識別することは、前記時間ドメインエネルギーシグ
ニチャの間にＵＥによって検出されているエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づく
、前記衝突が生じたという表示を前記ＵＥから受信することを含む［１８］記載の方法。
　［２８］　前記第１の低エネルギー期間の時間期間は、リッスンビフォートーク（ＬＢ
Ｔ）手順を実行することなく前記共有無線周波数スペクトル帯域を通しての送信が再開さ
れることを可能にする、前記送信を中止する最大時間期間よりも短い［１８］記載の方法
。
　［２９］　前記第１の通信は、データ部分をさらに含み、前記時間ドメインエネルギー
シグニチャは、前記データ部分より前に送信される［１８］記載の方法。
　［３０］　基地局におけるワイヤレス通信のための装置において、
　第１の無線アクセステクノロジーを使用して、共有無線周波数スペクトル帯域を通して
、ユーザ機器に第１の通信を送信する手段と、
　前記基地局によって、時間ドメインエネルギーシグニチャの間に検出されるエネルギー
レベルに少なくとも部分的に基づいて、第２の無線アクセステクノロジーを使用する第２
の送信機からの第２の通信と、前記第１の通信との間で衝突が生じたことを識別する手段
と、
　前記識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記共有無線周波数スペクトル帯域
を通して送信される後続する通信に対するコンテンションウィンドウを増加させる手段と
を具備し、
　前記第１の通信は、第１の高エネルギー期間と後続する第１の低エネルギー期間とを含
む前記時間ドメインエネルギーシグニチャを含む装置。
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